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はじめに 

本市議会における議会報告会は、議会基本条例に基づき初めて実施した平成

２４年８月を皮切りに、令和２年度の今回は第１５回目の開催となった。 

普段であれば、順調に計画を立て、実施に至るのだが、今回は、未だに世界規

模で多大な影響を与えている、新型コロナウイルス感染症が猛威を振るってい

る状況であるため、委員会内でも慎重に経緯を伺っていたが、実行か中止かを決

定する５月でも、依然として落ち着く状況ではなかった。ちょうど同じ時期に議

会では、議会活動についての取り決めがあり、「議員以外との一般市民との接触

を伴う議会活動については、原則として行わない」となった。 

しかし、広聴広報特別委員会では、毎回行ってきた議会報告会及び意見交換会

は、議会として市民との声を伺う貴重な機会であることから、コロナ禍において

も事業実施可能な手法について協議を行った。その結果、今回は ICT を活用し

た、インターネットを使用しての議会報告会及び意見交換会を行うことになっ

た。 

以下はその報告となるが、事業実施にいたっては、委員、事務局の理解と協力

があったからこそ開催することできたと考えており、他自治体の議会では、軒並

み議会報告会を中止、延期にしている現状からすると、コロナ禍においても、議

会基本条例に則り、議会の報告を行えたこと、また意見交換として市民の声を伺

う機会を手法を変えたとはいえ、開催に至ったことは、議会の活動としても大き

な収穫となったと同時に、市民への周知や機会の提供が出来たのではないかと

考える。 

那須塩原市議会報告会実施要綱第１１条の規定により、議会報告会報告書を

本書のとおり提出する。 
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１ 第１５回議会報告会実施概要 

実施体制について 

○新型コロナウイルス感染症の状況を鑑み、公民館等では実施せず、ICT を 

活用する手法を用いることとし、インターネット上で実施した。 

実施期間について 

 ○令和２年７月１７日～令和２年９月３０日（アンケート回答期間） 

 

広報活動について 

 ○議会だより 86 号（令和 2 年 8 月 20 日発行）に記事を掲載した。 

 

内容について 

全体の構成について 

○議会報告会の内容は、通常実施している形式に倣い、２部制で実施した。 

○市議会ホームページ上に、「第 15 回議会報告会及び意見交換会ページ」 

を作成。このページに議会報告、意見交換のコンテンツを掲載した。 

○第１部の議会報告は、議会報告動画を作成し、YouTube にアップロード 

した。 

○第２部の意見交換は、市議会ホームページにアンケートページを作成 

した。 

 

議会報告について 

○広聴広報特別委員会で報告内容を協議して決定し、撮影も行った。 

定例会 

令和元年第５回定例会（12 月） 

令和２年第１回定例会（3 月） 

令和２年第３回定例会（6 月）※ 

※第 15 回議会報告会ページの公開が当該定例会閉会後となることから 

３定例会の報告を行った。 

 ○撮影は、用意した原稿を読む姿を撮影し、その後編集で補足説明用の 

スライドを追加した。 

 ○撮影及び編集は、iPadpro を使用した。 
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意見交換について 

○意見交換は、市ホームページ上でのアンケートに代えた。 

○意見交換の趣旨説明を撮影し、議会報告動画同様に公開した。 

○アンケートの内容は、常任委員会単位の班ごとに協議し、作成した。 

テーマ 担当常任委員会（班） 

自治会の課題 
総務企画常任委員会（第 1 班） 

男女共同参画社会 

不登校対策 
福祉教育常任委員会（第 2 班） 

子どもの貧困対策 

6 次産業化 
建設経済常任委員会（第 3 班） 

生乳生産本州一 

 

 

再生回数及び回答数 

議会報告動画再生回数     9 月 30 日時点 

動画名 担当議員 再生回数 

議長挨拶 吉成 伸一 323 

委員長挨拶 齊藤 誠之 262 

令和元年第５回定例会（12 月）報告 森本 彰伸 167 

令和２年第１回定例会（3 月）報告 益子 丈弘 177 

令和２年第３回定例会（6 月）報告 齋藤 寿一 232 

意見交換説明 星  宏 子 238 

総務企画常任委員会アンケート説明 星野 健二 132 

福祉教育常任委員会アンケート説明 中里 康寛 164 

建設経済常任委員会アンケート説明 山形 紀弘 157 

その他アンケート説明 平 山  武 131 

合計 1,983 
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アンケート回答数      9 月 30 日時点 

テーマ 回答数 

自治会の課題 14 

男女共同参画社会 7 

不登校対策 16 

子どもの貧困対策 23 

6 次産業化 5 

生乳生産本州一 5 

その他 2 

合計 72 

 ※全て記述式のアンケート 

 

これまでの参加者数 

 

 第 1 回 第 2 回 第 3 回 第 4 回 第 5 回 第 6 回 第 7 回 

開催年月 H24.8 H25.11 H26.5 H26.11 H27.5 H27.11 H28.5 

参加者数 220 93 89 91 97 60 70 

 

 第 8 回 第 9 回 第 10 回 第 11 回 第 12 回 第 13 回 第 14 回 

開催年月 H28.11 H29.11 H30.5 H30.11 R 元.6 R 元.11 R2.2 

参加者数 94 62 66 78 23 70 152 

 

 第 15 回 

開催年月 R2.7.17~9.30 

再生回数 
アンケート 

回答数 1983 72 
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実施経過 

 

期日 会議名 内容 

4/10 広聴広報特別委員会 
インターネット上での開催とする 

ことに決定 

4/16 議員全員協議会 実施形式の変更を報告 

同日 各班会議 アンケートの作成を開始 

4/23 広聴広報特別委員会 動画内容とアンケート内容協議 

6/2 
広聴広報特別委員会協議会

（オンライン） 
役割分担を協議 

6/5 各班会議 アンケート内容の決定 

6/29 広聴広報特別委員会 報告動画の撮影 

7/14 広聴広報特別委員会 
報告動画とアンケート内容の最終 

確認 

7/16 議員全員協議会 
報告動画とアンケートの公開を 

報告 

7/17 - 
市議会ホームページ上で一般に 

公開を開始 

 



アンケートの回答 自治会の課題 
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２ 聴取した意見 

アンケートの回答 

○アンケートの回答は、回答者の意思を尊重するため、誤字脱字のみ修正しています。 

自治会の課題 

設問 1 あなたは那須塩原市民ですか。 

設問 2 あなたは自治会に加入していますか。 

設問 3 自治会では、地域に密着した様々な活動を行っています。(地域の防犯・防災活動や環境美化活動、親睦活動、広報活動など) 今後、 

自治会の必要性がさらに高まると思われますが、どのような活動に力をいれたらよいと考えますか。 

設問 4 近年、まちで出会っても言葉を交わすことが少なくなり、挨拶も乏しい状況で人間関係の希薄化が進んでいる中、地域のコミュニケー 

ションを促進するために、取り組むべき事はどのようなことですか。 

設問 5 少子高齢化の進行や生活スタイルの多様化で自治会の加入率が低下傾向にあります。自治会の運営上の課題と問題点はどのようなこと 

だと思いますか。 

番号 設問 1 設問 2 設問 3 設問 4 設問 5 

1 市民である 加入している 防災です。 児童の挨拶の励行。 
紙媒体と文書記事を減らして画像動

画の多い情報発信への切り替え。 

2 市民である 加入している 

今の自治会は役職が多く、面倒く

さいと感じる人が多いのではない

か？今までの自治会組織では、この

先存続できるか不安です。 

できるだけシンプルな自治会に変

えてゆく必要があると思います。 

車社会のこの地域では、コミュニ

ケーションを増やすことは容易では

ありません。 

お金をかけずに趣味娯楽が楽しめ

るようでないと、コミュニケーショ

ンの場を作るのは難しいと考えま

す。 

自治会に入ると、強制的にやらな

ければならない事が多くあると思い

ます。市も自治会に頼る事を減らし、

もっと気軽に自治会に入れる様なシ

ステムに変えていく。 



アンケートの回答 自治会の課題 
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今まで行ってきた活動で残すべき

ものは、ボランティア活動として行

うべきではないかと考えます。 

そもそも、自治会に入らないとゴ

ミを捨てられない様な仕組みにも問

題があります。 

 

  



アンケートの回答 自治会の課題 
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自治会の課題 

設問 1 あなたは那須塩原市民ですか。 

設問 2 あなたは自治会に加入していますか。 

設問 3 自治会では、地域に密着した様々な活動を行っています。(地域の防犯・防災活動や環境美化活動、親睦活動、広報活動など) 今後、 

自治会の必要性がさらに高まると思われますが、どのような活動に力をいれたらよいと考えますか。 

設問 4 近年、まちで出会っても言葉を交わすことが少なくなり、挨拶も乏しい状況で人間関係の希薄化が進んでいる中、地域のコミュニケー 

ションを促進するために、取り組むべき事はどのようなことですか。 

設問 5 少子高齢化の進行や生活スタイルの多様化で自治会の加入率が低下傾向にあります。自治会の運営上の課題と問題点はどのようなこと 

だと思いますか。 

番号 設問 1 設問 2 設問 3 設問 4 設問 5 

3 市民である 加入している    

4 市民である 加入している 防災対策 各自治会の強化 
自治会のピーアールの不足 

自治会の必要性の分かり易い説明 

5 市民である 加入している 防犯 レクリエーション活動 高齢化 

6 市民である 加入している 

現状のままでよいが、高齢者をいか

に、参加させるかを考える必要があ

ると思う。 

知り合いがいないため下を向いて

歩いている。 

現役、退職後でも、自治会活動、行

事に参加させるよう仕向ける。 

住民税の一部に自治会費を入れ

て、災害時に自治会、町内会の人たち

が助け合うようにすべきだと思う。 

7 市民である 加入している 

広報活動。 

特に若い世代は自治会の必要性を

感じていない人が多く、自治会が何

をしているのかわからないという人

も多い。 

地域学校協働活動をとおして、地域

の大人と子どもたちのふれあう機会

を増やすこと。 

男性中心の組織体制を変えるこ

と。 

また、今の役員現役世代(60 代後半

～70 代)が、若い世代を批判せず、意



アンケートの回答 自治会の課題 
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SNS を利用するなどして自治会を

身近に感じてもらえるような活動が

必要。 

見を受け入れる柔軟性をもつよう努

めること。 

 

  



アンケートの回答 自治会の課題 
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自治会の課題 

設問 1 あなたは那須塩原市民ですか。 

設問 2 あなたは自治会に加入していますか。 

設問 3 自治会では、地域に密着した様々な活動を行っています。(地域の防犯・防災活動や環境美化活動、親睦活動、広報活動など) 今後、 

自治会の必要性がさらに高まると思われますが、どのような活動に力をいれたらよいと考えますか。 

設問 4 近年、まちで出会っても言葉を交わすことが少なくなり、挨拶も乏しい状況で人間関係の希薄化が進んでいる中、地域のコミュニケー 

ションを促進するために、取り組むべき事はどのようなことですか。 

設問 5 少子高齢化の進行や生活スタイルの多様化で自治会の加入率が低下傾向にあります。自治会の運営上の課題と問題点はどのようなこと 

だと思いますか。 

番号 設問 1 設問 2 設問 3 設問 4 設問 5 

8 市民である 加入している 

単身世帯の増加とともに、共同体と

しての自治会の存在価値は上がると

想定する。 

時間的制約が少ない自治会への関

与の方法。具体的案は浮かばないの

が悲しい。 

時間的制約が、自治会参加への障

害の主であると感じている。 

自治会の数をもっと少なくしてよい

と思う。3 から 4 の自治会を統合し

ても十分活動意義はある。 

9 市民である 加入している 人と人のつながりを作る活動 あいさつ運動 
若い世代の参加と高齢者の自治会脱

退 

10 市民である 加入している 
次世代育成、地域防災、地域における

女性の地位向上。 
官民協働となる仕組みづくり。 

後継者育成と次世代の意見を聞く

機会がない。 

また、子育て世代が興味関心を持

つ自治会運営ができていない。 

 

  



アンケートの回答 自治会の課題 
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自治会の課題 

設問 1 あなたは那須塩原市民ですか。 

設問 2 あなたは自治会に加入していますか。 

設問 3 自治会では、地域に密着した様々な活動を行っています。(地域の防犯・防災活動や環境美化活動、親睦活動、広報活動など) 今後、 

自治会の必要性がさらに高まると思われますが、どのような活動に力をいれたらよいと考えますか。 

設問 4 近年、まちで出会っても言葉を交わすことが少なくなり、挨拶も乏しい状況で人間関係の希薄化が進んでいる中、地域のコミュニケー 

ションを促進するために、取り組むべき事はどのようなことですか。 

設問 5 少子高齢化の進行や生活スタイルの多様化で自治会の加入率が低下傾向にあります。自治会の運営上の課題と問題点はどのようなこと 

だと思いますか。 

番号 設問 1 設問 2 設問 3 設問 4 設問 5 

11 市民である 加入している 

まず自治会費が高すぎる。 

自分に関係ない所で使われるもの

に金を払うのに抵抗があります。 

知らない子に声かけただけで不審

者扱いされる世の中で、コミュニケ

ーションを推進するのは難しい。 

地元の年寄りが力を持ちすぎてい

て、若者の意見に耳をかさない。 

12 市民である 加入している 

○地域防災活動 

○青少年育成活動 

○高齢者による高齢者のための見守

り仲間づくり活動 

○公立公民館や自治公民館活動の活

性化による仲間づくり、人づくりに

よる最終的な地域づくり活動への誘

導 

○こどもたちを地域人、市民として

育てていく活動の推進 

○地域学校協働推進本部の活動だけ

でなく地域の自治会、団体の活動の

活性化が必要 

自治会加入のメリット、デメリッ

ト論がある。今の状態では未加入者

のただ乗りを許す地域づくりになっ

ている。 

自治会は未加入のデメリットがは

っきりしない。対行政の中で自治会

加入がメリットになることを打ち出

すべき。 

就労年齢の高齢化により地域活動

ができる人が限られてきている。従



アンケートの回答 自治会の課題 
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来の自治会活動を現役時代からでき

るものに変えていく努力が自治会側

にも求められている。 

 

  



アンケートの回答 自治会の課題 
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自治会の課題 

設問 1 あなたは那須塩原市民ですか。 

設問 2 あなたは自治会に加入していますか。 

設問 3 自治会では、地域に密着した様々な活動を行っています。(地域の防犯・防災活動や環境美化活動、親睦活動、広報活動など) 今後、 

自治会の必要性がさらに高まると思われますが、どのような活動に力をいれたらよいと考えますか。 

設問 4 近年、まちで出会っても言葉を交わすことが少なくなり、挨拶も乏しい状況で人間関係の希薄化が進んでいる中、地域のコミュニケー 

ションを促進するために、取り組むべき事はどのようなことですか。 

設問 5 少子高齢化の進行や生活スタイルの多様化で自治会の加入率が低下傾向にあります。自治会の運営上の課題と問題点はどのようなこと 

だと思いますか。 

番号 設問 1 設問 2 設問 3 設問 4 設問 5 

13 市民である 加入している お年寄りの見守り 

世代毎に温度差があり（若年層は、仕

事で忙しい）、案を出す事すら難しい

印象である。 

共働き世代にとっては、自治会に

入ると休日も時間が割かれる事があ

るので負担感がある。 

また、高齢者世代との関わりも押

し付けの様な所があり、関わり方を

面倒と思う若年層が多い印象があ

る。 

14 市民である 加入している 

今後は、自治会の必要性は低下す

ると思います。 

地域の繋がりは、各世帯が希望し

たときにその窓口が明確に分かれば

いいので、転入時の案内や SNS、広

慣例で続けられ、持ち回り制で参

加を強いられる行事ではなく、自発

的有志が集まったイベントや、田園

空間博物館、子育てサロンなど既に

行われている施策を活用し、公民館

区などで対象地域を絞って行うこと

1 加入者を歓迎する土壌がない 

2.負担が大きすぎる 

3.加入するメリットが見出せない 

 

本来、税を納めている市民なら等

しく受けられるはずのゴミ集積所の



アンケートの回答 自治会の課題 
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報、公共施設での情報提供で充分な

役割を果たすと思います。 

市民の一部が参加している自治会

に頼るのではなく、全市民が対象と

なる活動に力を入れることが今後は

求められていくと考えます。 

で、地域の繋がりを促進できるので

はないかと思います。 

同調圧力で参加させるのではな

く、楽しい・面白いと感じながら参加

するものでなければ、今の時代は続

かないと思います。 

管理を自治会が行うなど、そもそも

の不信感が根底にあり、自治会によ

っては高額な自治会費を請求された

りと、その運営の不透明さが加入率

を下げていると思います。 

 

  



アンケートの回答 自治会の課題 
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設問 6 自治会と行政がまちづくりを進めるために必要と思われる取組みはどのようなことですか。 

設問 7 自治会の活動は、「地域で人と人とのつながりをつくる」という大切な役割を果たしています。自治会活動の支援策として行政に求める事 

はどのようなことですか。 

設問 8 自治会やコミュニティが必要と感じる時は、どのような時ですか。 

設問 9 自治会は住民や行政にとっても大切な機能、役割があります。時代に即した新しい形に変えることは必要と考えますが、御意見をお聞かせ 

ください。 

 

番号 設問 6 設問 7 設問 8 設問 9 

1  活動内容を広く全体に発信する 祭礼や防災訓練  

2 

自治会費や寄付募金の強制的な

集金を廃止する。 

年代の違う方々がコミュニケー

ションを取ることはとても大変で

難しい事だと言う事を考えた上で

どうして行くべきか考える必要が

ある。 

○自治会にできるだけお金のやり

取りをさせない。 

○街路灯の事を、防犯灯と言わせて

はダメ。市道を照らす灯りを自治会

が管理しているのはおかしい。 

○消防団への寄付（後援会費）は必

要な経費なら市が負担し、昔ながら

のやり方は見直すべき。消防団のシ

ステムも変わっている。 

○活動費の補助金を充実（金額はさ

ておき、期間や人数など多岐に渡っ

て）するのが良いのではないかと思

う。 

○引っ越して来たとき。 

○子供がいる場合。 

○災害が起きた時。 

日本全国で、6 人に 1 人が貧困と

言われている。所得全国 4 位の栃

木県では、格差は全国平均以上と

考えるべき。 

お金も時間も余裕のある人は、

自治会がなくても自分でコミュニ

ケーションをとれる人が多いかも

しれないが、お金も時間も余裕の

無い人は、わざわざ自治会に参加

するだろうか。 

今のままのやり方で加入者を増

やす事は無理。班長、副班長、体育

委員、防災部、婦人防火部等、みん

なやりたいとは思わない。班長以

外、自治会に必要だろうか。 



アンケートの回答 自治会の課題 

16 

 

地域差があるが、市としての基

本となる自治会組織を作ったら良

いのではないかと思う。最低必要

なシステムとあってはいけないシ

ステムを決めてはどうか。 

また、SNS などインターネット

の活用は必須と思う。 

 

  



アンケートの回答 自治会の課題 

17 

 

設問 6 自治会と行政がまちづくりを進めるために必要と思われる取組みはどのようなことですか。 

設問 7 自治会の活動は、「地域で人と人とのつながりをつくる」という大切な役割を果たしています。自治会活動の支援策として行政に求める事 

はどのようなことですか。 

設問 8 自治会やコミュニティが必要と感じる時は、どのような時ですか。 

設問 9 自治会は住民や行政にとっても大切な機能、役割があります。時代に即した新しい形に変えることは必要と考えますが、御意見をお聞かせ 

ください。 

番号 設問 6 設問 7 設問 8 設問 9 

3    
自治会でのいじめや暴力がなくな

れば良いと思う。 

4 自治会と行政の密な関係 

○自治会に行政の人間を常に密接

にする 

○助金の支給 

○困難が生じた時 

○一人で解決出来ない時 

住民はあまり自治会の必要性を

感じていない。 

いかに自治会の必要性を訴える

かが課題。 

5 情報交換 補助金の増額 清掃活動、冠婚葬祭 
世代を超えた参加や活動ができる

ような、運営を行う 

6 
現役若手に地域内に興味を持つよ

う仕向ける。 

○前問と重複しますが、自治会費を

払い参加させること（役員が少なく

若手がいないため）が第一。 

○行政は質問に対し、「考えます、検

討します。」でなく、まずは実行して

みるべき。経費が莫大なら検討すべ

きである。 

現時点ではあまりない。なぜなら、

当地区では被害の発生確率が少な

いため。 

老若男女が地域密着しておらず、

発言の場がない為、意見が聴けな

い。 

 

  



アンケートの回答 自治会の課題 

18 

 

設問 6 自治会と行政がまちづくりを進めるために必要と思われる取組みはどのようなことですか。 

設問 7 自治会の活動は、「地域で人と人とのつながりをつくる」という大切な役割を果たしています。自治会活動の支援策として行政に求める事 

はどのようなことですか。 

設問 8 自治会やコミュニティが必要と感じる時は、どのような時ですか。 

設問 9 自治会は住民や行政にとっても大切な機能、役割があります。時代に即した新しい形に変えることは必要と考えますが、御意見をお聞かせ 

ください。 

番号 設問 6 設問 7 設問 8 設問 9 

7 

自治会の必要性や、どんな活動を

しているかを広く市民に知っても

らうこと。 

また、少子高齢化により、税収が

減ることにより、将来的には公的サ

ービスも今のように行き渡らなく

なり、お互いに助け合いながら生活

することが求められることを理解

してもらうこと。 

学校 HP のような、自治会の情報発

信の場(ツール)をつくること。 

今のところはない。 

ただし、必要性は感じないが地域

に住む責任として参加すべきだと

思う。 

行政、学校、コミュニティ、自治

会、社協など、いろんな組織がバラ

バラなことをやっている感じがす

る。 

それぞれが本当の意味で連携し

ていくことが必要だと考える。 

8  
速やかな判断と行動。いずれもが

緩慢。 
  

9 

行政は縦割りなので同じようなお

願いが別々にくる。課を超えて内容

を精査してほしい。 

自主防災や災害時避難行動要支援

者制度、地域の見守り活動などすべ

てがつながるので行政で整理して

ほしい。 

災害時の助け合い 
地域性による。一番はそこで安心

して暮らしていけること。 

 

  



アンケートの回答 自治会の課題 

19 

 

設問 6 自治会と行政がまちづくりを進めるために必要と思われる取組みはどのようなことですか。 

設問 7 自治会の活動は、「地域で人と人とのつながりをつくる」という大切な役割を果たしています。自治会活動の支援策として行政に求める事 

はどのようなことですか。 

設問 8 自治会やコミュニティが必要と感じる時は、どのような時ですか。 

設問 9 自治会は住民や行政にとっても大切な機能、役割があります。時代に即した新しい形に変えることは必要と考えますが、御意見をお聞かせ 

ください。 

番号 設問 6 設問 7 設問 8 設問 9 

10 官民協働 

自治会には行政職員も住んでおり、

職員でありながら市民であること

を忘れず、それぞれの役割を理解し

合える関係づくりを構築していく

ことが重要である。 

東日本大震災時に地域のつながり

の重要さを再認識した。 

コロナ禍である今、つながりが

失われているからこそ、この危機

を乗り越える新しい手法が必要と

されています。 

「強く温かい組織、コミュニテ

ィ」を推進するにはこれまでの活

動によって蓄積されてきた関係性

という資産を減らすことなく、高

めていくことが重要である。 

「強くあたたかい組織」を作る

ための要素として、理念共感・自己

有用感・居心地の良さがあり、これ

らの要素を実現させるキーワード

は、理念の共有・役割と出番・相互

理解が必要です。 



アンケートの回答 自治会の課題 

20 

 

コミュニティや行政は、社会に

つながり・居場所・拠り所を育む担

い手です。 

今後、深化していく、また新たに

出現する社会課題に向き合う体力

と変化に恐れない知力が重要と考

えます。 

 

  



アンケートの回答 自治会の課題 

21 

 

設問 6 自治会と行政がまちづくりを進めるために必要と思われる取組みはどのようなことですか。 

設問 7 自治会の活動は、「地域で人と人とのつながりをつくる」という大切な役割を果たしています。自治会活動の支援策として行政に求める事 

はどのようなことですか。 

設問 8 自治会やコミュニティが必要と感じる時は、どのような時ですか。 

設問 9 自治会は住民や行政にとっても大切な機能、役割があります。時代に即した新しい形に変えることは必要と考えますが、御意見をお聞かせ 

ください。 

番号 設問 6 設問 7 設問 8 設問 9 

11 年寄りと若者の、意見交換など 自治会費の負担 子供が学校に行くようになったり  

12 

子どもたちに地域を意識させる

教育、活動の展開である。 

今の大人たちに求めるのは遅す

ぎる。子どもたちが地域や市を意識

して育つ仕組みを援助する。若しく

は実行する。 

本当の子ども会（自分たちの自治

活動をもつ）の復活ができれば、10

年後、20 年後に町を自分事と考え

る市民が育つだろう。 

そのためには、子どもたちに関わ

る人たちの再教育、視点の持ち直し

が必要だ。学校教育だけでなく社会

教育に関わる人たちの意識、待遇、

関係職員の意識改革と支援が必要。 

行政に求めることは、条件整備、

人、金、物である。 

人は自治会の指導助言ができる

人間が必要だ。事務的なことも援助

できる（代わりにやることではな

い）姿勢が問われている。 

自立した団体運営ができるかど

うか。それが地域づくりの要であ

る。 

金は活動資金、補助金だ。それは

一律に無限に出すものではなく、タ

イムリーに育てる視点でだせるか。

（自治会としても自己資金の開拓

が必要なのはいうまでもない。） 

顔を知り、名前を知っている関係

があることは、つながりを確認でき

て居心地がよくなるだろう。そのた

めに自治会やコミュニティは事業

を展開している。 

そして、その関係はいざという時

に発揮するものだろう。その「いざ

という時」が起きないことが一番だ

が、それを頭の隅に意識して活動す

ることは必要である。 

自治会、コミュニティとその担当

範囲は違うか、その連携がうまくと

れていることが、青少年、高齢者等

の関係づくり、人づくりにも生かさ

れ、結果として地域づくりになるだ

ろう。 

時代とともに自治会加入率が減

少している。住民にとって本当に

必要なものは何か。例えば、行政が

広報を新聞折込にすることによ

り、自治会加入のメリットの一つ

はなくなるだろう。最もそれ以前

に HP で広報がみられるのである

が。 

今、情報格差が大きな問題にな

っている。自治会加入の有無で 

情報補償がどれだけ違いがあるの

か。デジタル世代とアナログ世代

では情報の受け取り方、量が全然

違う。行政は全てを相手にするわ

けだが、その違い毎に細かく対応

することも必要だと思う。ネット



アンケートの回答 自治会の課題 

22 

 

自治会の中で、婦人会、老人会、

子ども会などがこれから組織でき

るか。 

地域の中で自分たちの活動を民

主主義的に解決する訓練を積み重

ねていくことが大切。 

今までのように行政が地域団体

を利用するだけの関係では育たな

い。まさしく協働の視点が必要にな

っている。行政側に本当に協働の視

点を持てるかどうかがポイントだ

ろう。 

最後に物であるが、黒磯地区には

自治公民館が少ない。それを政策誘

導することはできないか。 

今更、新しく作るのは大変であ

る。借地、借家で自治公民館を創る

援助はできないだろうか。自治会毎

にたまり場としての自治公民館、集

会所があれば、高齢者の居場所、子

どもたちの居場所（子ども食堂等）

や三世代交流の場所を創ることが

できる。 

都市化の中で空き家の有効活用、

空き店舗の有効活用を自治振興策

としてできないだろうか。 

やスマホに頼ることも各戸配布も

同時に必要なのだ。 

情報格差の解消を図りつつ時代

の変わり目として様々なことにチ

ャレンジしてほしい。 

 

  



アンケートの回答 自治会の課題 

23 

 

設問 6 自治会と行政がまちづくりを進めるために必要と思われる取組みはどのようなことですか。 

設問 7 自治会の活動は、「地域で人と人とのつながりをつくる」という大切な役割を果たしています。自治会活動の支援策として行政に求める事 

はどのようなことですか。 

設問 8 自治会やコミュニティが必要と感じる時は、どのような時ですか。 

設問 9 自治会は住民や行政にとっても大切な機能、役割があります。時代に即した新しい形に変えることは必要と考えますが、御意見をお聞かせ 

ください。 

番号 設問 6 設問 7 設問 8 設問 9 

13 
いかに若年層を取り込むかだと思

う 
 子どもの見守り 

若年層が自治会の必要性につい

て疑問を抱いている。今後少子高

齢化が進めばイベントに参加でき

ないのに自治会費だけを払って行

くのは負担になる。 

自治会で集める募金について

も、額が少ないなど自治会長から

指摘されたり組織の仕組みについ

ても自治会に入るメリットがない

というイメージがある。 

14 

地域を知る活動の PR が必要。 

例えば、那須塩原市の広報誌は見

やすく、読みたくなる紙面づくりが

なされていますが、その他の紙書類

は文字の羅列で、読みたくなるため

の PR・デザインが上手くないなと

感じています。内容が面白かった

○自治会費の地域格差を緩やかに

すること 

○地区公民館と自治会公民館の統

合や協力、市民サービスに属するも

のの自治会管理をやめるなど 

住み始めて数年なので、今のとこ

ろゴミ集積所くらいで、自治会のあ

りがたみはあまり感じていないの

が実情です。 

子育てをして、サロンなどで地域

の同じ立場のコミュニティがとて

もありがたいと感じています。 

自治会の行う範囲を縮小して会

費を抑えていくこと(年間 1 万円未

満が妥当だと思います)、ごみ集積

所と自治会の完全切り離し、自治

会の役割・範囲の明確化など、地域

格差や強制感覚がなく参加する人

が納得できる仕組みづくりが求め



アンケートの回答 自治会の課題 

24 

 

り、大切だったりするだけにもった

いないなと感じます。 

博物館や図書館などと連携して、

少し狭い範囲での郷土史のツアー

など、地区参加型のイベントがあっ

たら行ってみたいです。 

私は移住者で特に地域の歴史や

風習を知らないため、新鮮で楽しめ

ると思います。 

同じ趣味や興味のある分野で繋

がれる場があればもっと地域に根

差した暮らしができるかと考えて

います。 

られると思います。 

 仕方なく入っているという運営

方法では続かないと思うので、あ

くまでも任意で個人でも楽しめる

イベント開催など、ノルマを課さ

ない行事運営が必要だと思いま

す。 

 

 



アンケートの回答 男女共同参画社会 

25 

 

男女共同参画社会 

設問 1 あなたは那須塩原市民ですか。 

設問 2 あなたの性別を教えてください。 

設問 3 男女が社会のあらゆる分野で平等になるためには、どのようなことが必要だと考えますか。 

設問 4 女性が結婚後や出産後も仕事を続けるためには、どのようなことが必要だと考えますか。 

設問 5 男性が育児・家事に積極的参加するためには、どのようなことが必要だと考えますか。 

番号 設問 1 設問 2 設問 3 設問 4 設問 5 

1 市民である 男性 

性差があるので平等とするのがお

かしいと思う。 

ただそれを差別ではなく区別と考

え、かつ常にそれぞれで平等とは何

か考え続けることが必要だと思いま

す。 

自身の能力を高めておくこと。 
育児や家事に興味を持つこと。そ

の楽しみを感じられること。 

2 市民である 男性 

年寄りの女性に対する偏見をなく

す。 

若い人は男女平等の意識は高いと

思います。 

子供が独り立ちしていない年代な

ら、夫１人の収入では大変で、共働き

の夫婦も多いでしょうから。 

夫が家事育児をする機会を増やす事

が大事。 

この地域は田舎なので、いまだに

有給休暇を取ることすら良くない事

と思っている人が沢山います。 

週休 2 日さえ普及していないよう

に思われます。休むことも仕事です。 

つまり意識改革なので、こうした

から考えが変わるというものでもな

いかと。 

市民は、田舎に暮していると思っ

ている人が多いですが、六本木と比

べれば田舎ですが、東京にでも似た



アンケートの回答 男女共同参画社会 

26 

 

ような所はあります。ここが田舎な

のではなく、人が田舎者なのです。 

長時間労働イコール偉いの時代で

はなくなって来ている事を知る機会

を作る。 

 

  



アンケートの回答 男女共同参画社会 

27 

 

男女共同参画社会 

設問 1 あなたは那須塩原市民ですか。 

設問 2 あなたの性別を教えてください。 

設問 3 男女が社会のあらゆる分野で平等になるためには、どのようなことが必要だと考えますか。 

設問 4 女性が結婚後や出産後も仕事を続けるためには、どのようなことが必要だと考えますか。 

設問 5 男性が育児・家事に積極的参加するためには、どのようなことが必要だと考えますか。 

番号 設問 1 設問 2 設問 3 設問 4 設問 5 

3 市民である 男性 基本的人権の尊重 子育て相談や子育て支援の充実 意識改革、職場の理解 

4 市民である 男性 

あえて平等にすべきでない。 

なぜなら、事務職のみ平等の仕事

で、それ以外体力、危険度からも無理

と思う。 

あえて続ける必要があるか考える

べきだと思う。 

家事、子供を真剣に考えるべき。 

必要と思わない。 

5 市民である 女性 女性の地域リーダの創出 

女性が活動する職場や地域コミュニ

ティの理解。特に男性における意識

改革が最も重要である。 

職場の理解 

6 市民である 女性 
あらゆる場面で平等でなくても良い

と考えます。 

○しっかりとした家庭 

（夫の協力  精神面も含めて） 

○社会の制度 

家庭を大切にする思いやりの心 

会社においても、みんなが育児時

間等お互い様の時代になれば。 

7 市民である 男性 
昔からの男が上に立つと言う考えが

無ければ平等になると思う 

会社の配慮、男性の子育て参加、保育

園の利用のしやすさ 
会社の配慮 

 

  



アンケートの回答 男女共同参画社会 

28 

 

設問 6 ドメスティックバイオレンス(DV)をなくすためには、どのような対策が必要だと考えますか。 

設問 7 セクシャルハラスメントをなくすためには、どのような対策が必要だと考えますか。 

設問 8 男女共同参画社会の実現に向け、行政にどのようなことを期待しますか。 

設問 9 男女共同参画社会の実現に向け、自由な意見をお聞かせください。 

 

番号 設問 6 設問 7 設問 8 設問 9 

1 
警察や行政がきちんと対応をする

こと。 

女性がすぐにセクハラと被害妄

想のように言わないこと。 

女性からセクハラを受けた経験

あり。 

所管課が真面目に本気度を持っ

て取り組むこと。 

頭数の足りないイベントの時し

か電話かけてこない。 

 

2 

○気軽に相談できる窓口の設置 

○手軽にできる心と身体の健康診

断 

高齢者達に、やめろと言っても聞

く耳持たないと思う。 

交通安全と共通すると思います

が、子ども達への教育が大事だと思

います。 

子ども達がいけないことと分か

っている事をするのは心がひけま

すよね。 

期待していません。そもそも、ア

ルバイトすらせず、民間企業で働い

たことも無く市の職員になった人

が沢山いるのに、何ができますか。 

教員も含め公務員の皆さんの常

識が世の中の常識とズレがあるこ

とを知る事からやらないと。 

何事にも通じる事だと思います

が、見える化が必要です。 

様々な項目の数字化。良くなっ

た、変わらない、悪くなったが見え

ると良いのではないでしょうか。 

3 相談窓口の充実と、法整備 

セクシャルハラスメントの講習会

を企業や地域で十分に実施できる

施策が必要 

協働の概念を実現する社会の構築、

依存型社会からの脱却 

男女の相違、多様性の認知と理解

を広め、認め合う社会をつくる 

4 あまり考えたくない。 あまり考えたくない。 

実現すると経費がかかり、税金の無

駄使いになるので、あまり賛成した

くない。 

男女共同参画社会を全面に出すの

で無能な女性がうぬぼれ，駄目な

男性が多くなると思う。 



アンケートの回答 男女共同参画社会 

29 

 

設問 6 ドメスティックバイオレンス(DV)をなくすためには、どのような対策が必要だと考えますか。 

設問 7 セクシャルハラスメントをなくすためには、どのような対策が必要だと考えますか。 

設問 8 男女共同参画社会の実現に向け、行政にどのようなことを期待しますか。 

設問 9 男女共同参画社会の実現に向け、自由な意見をお聞かせください。 

番号 設問 6 設問 7 設問 8 設問 9 

5 
負の連鎖となる、幼少期からの虐待

をなくすこと。 
職場での個人の意識改革。 

講演会を実施するだけでは効果

は出ない。 

女性の能力を発揮しつつ，主体的

に生き方を選択することを支援す

る行政の施策が必要。 

男女共同参画は、「女性」や「男

性」というイメージにあてはめて

しまうことなく、一人ひとりが持

っている個性や能力を十分に発揮

するために必要なことであり、地

域共生社会の実現に欠かせない重

要な役割である。 

6 

心が育たないで家庭をもって、独

占欲や自己中心的な思いが押さえ

られないことが原因だと考えます。 

一般的な対策だけでは、なかなか

難しいと思います 

子供の頃から、相手を思う心を育

てる教育をしながら、変えていく必

要を感じています。 

   

7 女性が SOS を出せる場所 
相談場所があっても中々言い出せ

ないと思うので防犯的なシステム 
女性が SOS を出せる場所 

相談場所があっても中々言い出せ

ないと思うので防犯的なシステム 

 

 



アンケートの回答 不登校対策 

30 

 

不登校対策 

設問 1 あなたは那須塩原市民ですか。 

設問 2 このテーマとの関連についてお伺いします。 

設問 3 不登校について、全国的に増加傾向にあるなど、社会問題化している現在、この問題をどのように感じていますか。 

設問 4 子どもたち（小中学生）が不登校にいたる理由は多岐にわたりますが、初期の段階で何かしら発信している「SOS」があると思います。 

このサインを見逃さないために必要なことは何だと思いますか。 

設問 5 子どもたち（小中学生）の「ＳＯＳ」サインに気づいたとき、まずどのような行動をとるべきだと思いますか。または、とりましたか。 

番号 設問 1 設問 2 設問 3 設問 4 設問 5 

1 市民である 当事者 仕方ない。 

保護者同士の交流。 

そこから聞き出すしかないと思いま

す。 

親は子供の味方をし、相手が先生

でも校長でも立ち向かうべき。 

私は、学校の先生から子供の虐待

を受けた子の母親です。 

自分の子供も同じ目にあえばいい

のにと思う。 

自分が同じ立場になれば、今後の

虐待がなくなると思うので。 

2 市民である 
教育関係者又

は児童委員 
人間関係の希薄化を感じる。 専門知識を身につける。 保護した。 

3 市民ではない 
当事者の家族

又はその知人 

従来型の教育はもう時代に合わない

のに、学校（国の教育に対する方針）

が少しも変わらないからだと思う。 

我が家の場合はまず、宿題が多す

ぎて毎日きちんと提出することがで

きなかった。 

文字を書くのが苦手で板書が間に

合わず、学習に対してやる気を失っ

その時は学校に行かなくては子供

の将来が心配だと思い込み、泣いて

いる子供を無理矢理学校へ連れて行

きました。 



アンケートの回答 不登校対策 

31 

 

てしまった。「学校が楽しくない」「ず

っと家にいたい」と言っていました。

（小学 2 年） 

でもそれは間違いだったと今は確

信しています。子供が疲れていたら

学校を休ませるべきです。 

親は冷静に子供が何に困っている

のかをきちんと聴き、本人はどうし

たいかを一緒に考えるべきでした。 

 

  



アンケートの回答 不登校対策 

32 

 

不登校対策 

設問 1 あなたは那須塩原市民ですか。 

設問 2 このテーマとの関連についてお伺いします。 

設問 3 不登校について、全国的に増加傾向にあるなど、社会問題化している現在、この問題をどのように感じていますか。 

設問 4 子どもたち（小中学生）が不登校にいたる理由は多岐にわたりますが、初期の段階で何かしら発信している「SOS」があると思います。 

このサインを見逃さないために必要なことは何だと思いますか。 

設問 5 子どもたち（小中学生）の「ＳＯＳ」サインに気づいたとき、まずどのような行動をとるべきだと思いますか。または、とりましたか。 

番号 設問 1 設問 2 設問 3 設問 4 設問 5 

4 市民ではない 
この問題に関

心がある 

私自身、学校というのが苦手で苦

痛に感じていた時期がありました

が、早退させてもらえていたので、そ

の時期もやり過ごせました。 

居たくないのに 大人の話し合い

だけで帰れないって辛いだろうと思

います。 

質問の答えになってないかな。 

話を聞かせてもらえるようにする事

ではないかと思います 

焦らず 受け取り、寄り添う気持

ちを伝えていく事。 

言葉だけではなくて、こちらの気

持ちを感じてもらえるように出来た

らと思いました。 

5 市民ではない その他 

とても大きな問題だと感じてい

る。 

子どもの不登校は、人とのつなが

りを断ち、時には家族とのつながり

すら断つこともあります。 

子どもの未来は、日本の未来です。 

○親と学校と地域がつながっている

こと。 

○情報共有、相談できる環境が整っ

ていること。 

家族だけに留めず、学校や友達など

でも、誰かに相談すること。 

 

  



アンケートの回答 不登校対策 

33 

 

不登校対策 

設問 1 あなたは那須塩原市民ですか。 

設問 2 このテーマとの関連についてお伺いします。 

設問 3 不登校について、全国的に増加傾向にあるなど、社会問題化している現在、この問題をどのように感じていますか。 

設問 4 子どもたち（小中学生）が不登校にいたる理由は多岐にわたりますが、初期の段階で何かしら発信している「SOS」があると思います。 

このサインを見逃さないために必要なことは何だと思いますか。 

設問 5 子どもたち（小中学生）の「ＳＯＳ」サインに気づいたとき、まずどのような行動をとるべきだと思いますか。または、とりましたか。 

番号 設問 1 設問 2 設問 3 設問 4 設問 5 

6 市民である 
当事者の家族

又はその知人 

不登校は問題ではなく、選択肢の

ひとつと考えています。学校が変わ

らなければ、今後も増え続けること

は間違いないです。 

家族であれば、信頼できる親子関

係の構築。 

日頃から子どもの声に耳を傾け、

否定しない、共感することを心がけ

る。 

子どもの気持ちに寄り添う。共感

する。 

学校に行く、行かないは子どもの

課題。 

子どもが学校に行かなくて不安な

のは親の課題。課題分けをし、過剰な

心配をしない。 

7 市民ではない 
教育関係者又

は児童委員 

全国的に増加傾向にありますが、

社会問題として捉えるのはなく、児

童生徒の選択肢の一つとして学校に

行かない選択を受け入れていただく

ことがこれからの那須塩原市の教育

施策には必要だと考えます。 

今後、どれだけ学校教育が変わっ

ても不登校が０になることはありま

不登校の原因は様々です。先生、友

達との関係性がこじれることが大き

いですが、一つの要因だけでなくい

くつもの要因が複雑に絡み合って不

登校になります。 

その時の SOSのサインを見逃さな

いためには、まず、担任の先生が

日々、生徒一人ひとりの表情や言動、

とにかく、時間を取って可能な限

り子どもの声や言葉に耳を傾けるこ

とです。決して大人の都合や常識論

を持ち出してはなりません。まずは、

子どもの声を、心の声を聞けるかど

うかで、その後の支援に繋げられる

かが決まります。 



アンケートの回答 不登校対策 

34 

 

せん。不登校をなくす、のではなく、

学校教育があり続ける限り、不登校

も同様に発生することを那須塩原市

教育長が認識していただき、それか

ら教育委員会、学校長へとその認識

を広める必要があります。 

行動に気を配り、僅かな異変に気付

き、寄り添っていくことが何より大

切です。 

学校で嫌なことがあっても、児童

生徒は保護者家族には決して言いま

せん。だからこそ、担任の先生や学年

主任の先生が細心の注意を払うこと

が求められます。 

SOS のサインの気づいた時に、大

人が説教したり、子どもの声を遮っ

て学校に行くのが当たり前のような

常識論を言った途端、児童生徒の心

は閉ざされ、長期間、声を聞けなくな

ります。 

児童生徒が納得するまで時間をか

けて声を聞くこと、これができるか

どうかにかかっています。 

 

  



アンケートの回答 不登校対策 

35 

 

不登校対策 

設問 1 あなたは那須塩原市民ですか。 

設問 2 このテーマとの関連についてお伺いします。 

設問 3 不登校について、全国的に増加傾向にあるなど、社会問題化している現在、この問題をどのように感じていますか。 

設問 4 子どもたち（小中学生）が不登校にいたる理由は多岐にわたりますが、初期の段階で何かしら発信している「SOS」があると思います。 

このサインを見逃さないために必要なことは何だと思いますか。 

設問 5 子どもたち（小中学生）の「ＳＯＳ」サインに気づいたとき、まずどのような行動をとるべきだと思いますか。または、とりましたか。 

番号 設問 1 設問 2 設問 3 設問 4 設問 5 

8 市民である 
この問題に関

心がある 

不登校は非常にネガティブなもの

という概念を変えていく必要があ

る。 

不登校となった、なりそうな場合

にどこと接するかで、大人になるま

での成長が変わる。 

スクールガードや安全パトロール

時のちょっとした気づきを学校と共

有できること。 

近所付き合いのなかでも気付ける

ことはある。 

まずはただただ、話を聞きます。 

キーワードになるような発言があ

れば、気にかけて、本人に聞けるよう

であれば具体的に聞きますが、難し

ければ変化を保護者に伝えます。 

9 市民ではない 
当事者の家族

又はその知人 

不登校は学校と子供の関係の問題

で子供と学校の関係の破綻の結果が

不登校。不登校になった子供が問題

と思う社会が問題。不登校を生み出

すのは学校である。 

一番は教育の場が学校しかないの

が問題で、外国には学校が選べたり

フリースクールや家庭で学べる仕組

子供たちは無理をして頑張ってい

るので、なかなかＳＯＳに気づくの

は難しいが、常日頃から一人の人間

として子供と対等に接していること

だと思います。 

そこで子供との信頼関係を築き上

げていくことが大事だと思います。 

休息を保障する。親や学校が家で

安心して居られるように配慮する。

学校を休んでも休息したことにはな

らない。 

むしろ、学校に行かないことで否

定され、自己否定感を深め疲労は深

まっている。 

 子供がもし話をしてきたら 100％

黙って話を聞く。一般論を言わない。



アンケートの回答 不登校対策 

36 

 

みが義務教育として認められたりす

る。不登校という概念がない。 

全面的に子供の味方に徹する。今の

状態の子供を認める。 

 

  



アンケートの回答 不登校対策 

37 

 

不登校対策 

設問 1 あなたは那須塩原市民ですか。 

設問 2 このテーマとの関連についてお伺いします。 

設問 3 不登校について、全国的に増加傾向にあるなど、社会問題化している現在、この問題をどのように感じていますか。 

設問 4 子どもたち（小中学生）が不登校にいたる理由は多岐にわたりますが、初期の段階で何かしら発信している「SOS」があると思います。 

このサインを見逃さないために必要なことは何だと思いますか。 

設問 5 子どもたち（小中学生）の「ＳＯＳ」サインに気づいたとき、まずどのような行動をとるべきだと思いますか。または、とりましたか。 

番号 設問 1 設問 2 設問 3 設問 4 設問 5 

10 市民ではない 
教育関係者又

は児童委員 

不登校が問題なのではなく、彼ら

がもともと通っていた学校に問題が

あると考えています。 

学校がもっと多様な価値観や柔軟

な対応をおこなえば、不登校は減る

と思います。また、その子にあった学

校を選べる選択肢が少ないことも問

題だと思います。 

1 クラスに 40 人もの生徒がいれ

ば、子どもたちが発する SOS を見落

とすリスクは非常に高いと思いま

す。 

思い切った少人数学級にするこ

と、先生の数を増やして、たくさんの

眼で子どもたちを見守れる体制を作

ることが必要だと思います。 

SOS の種類にもよりますが、まず

は休むことの保障ができればと思い

ます。そのためにも、学習の遅れなど

に悩まなくても良い環境を作らなけ

ればなりません。 

子どもたちに年間 1 週間ほど、い

つでも使える有給休暇があれば SOS

への対応もしやすくなると思いま

す。 

11 市民である 
教育関係者又

は児童委員 

教育機会確保法の施行にともな

い、行政があらためて問題の大きさ

を認識し、「学校以外の場で、児童と

生徒が学ぶことの重要性」と「学校を

休ませる必要性」について取り組み

家庭教育 
子どもの声を聞き、学校と信頼ある

関係を築く努力をした。 



アンケートの回答 不登校対策 

38 

 

を始めたことは、とても大きな意味

があると考える。 

 

  



アンケートの回答 不登校対策 

39 

 

不登校対策 

設問 1 あなたは那須塩原市民ですか。 

設問 2 このテーマとの関連についてお伺いします。 

設問 3 不登校について、全国的に増加傾向にあるなど、社会問題化している現在、この問題をどのように感じていますか。 

設問 4 子どもたち（小中学生）が不登校にいたる理由は多岐にわたりますが、初期の段階で何かしら発信している「SOS」があると思います。 

このサインを見逃さないために必要なことは何だと思いますか。 

設問 5 子どもたち（小中学生）の「ＳＯＳ」サインに気づいたとき、まずどのような行動をとるべきだと思いますか。または、とりましたか。 

番号 設問 1 設問 2 設問 3 設問 4 設問 5 

12 市民である その他 

子供たちが安心できる環境で育っ

てこなかったことが、根本的な原因

ではないかと考える。 

人間の一番大切な乳幼児期家庭で

の関わり、母子関係等が安定する関

わりを重要視できる社会であれば、

ここまで大きな問題にならなかった

のではないかと思います 

○親子関係が良好なこと 

○先生との関係が良好なこと 

○友達との関係が良好なこと 

○寄り添う 

○受け止める 

13 市民である 
この問題に関

心がある 

冬彦さん現象。 

親の思い込みが大きな原因ではな

いか。 

昔に比べ共働きの家庭が増え、親が

勝手に子供とのコミュニケーション

過多にしてしまっているのではない

か、子供をかまいすぎ。 

SOS に気付けるのなら、こんなに

不登校は増えない。 

教員の質が悪すぎるのではないで

しょうか。 

教員に社会的常識が無さすぎま

す。もっと新聞を読んだりニュース

を見たりする時間を与えてあげない

どうしたら解決できるかを一緒に考

える。 



アンケートの回答 不登校対策 

40 

 

どのような環境の子供が不登校に

なるのか分析が必要。 

と、ますます質の悪い教員が増えて

しまいます。 

我が国は資本主義国家です。大富

豪もいれば貧乏人もいます。社会主

義の一面を持っているのは公務員で

す。そこを理解できていない教員が

多すぎると思います。 

 

  



アンケートの回答 不登校対策 

41 

 

不登校対策 

設問 1 あなたは那須塩原市民ですか。 

設問 2 このテーマとの関連についてお伺いします。 

設問 3 不登校について、全国的に増加傾向にあるなど、社会問題化している現在、この問題をどのように感じていますか。 

設問 4 子どもたち（小中学生）が不登校にいたる理由は多岐にわたりますが、初期の段階で何かしら発信している「SOS」があると思います。 

このサインを見逃さないために必要なことは何だと思いますか。 

設問 5 子どもたち（小中学生）の「ＳＯＳ」サインに気づいたとき、まずどのような行動をとるべきだと思いますか。または、とりましたか。 

番号 設問 1 設問 2 設問 3 設問 4 設問 5 

14 市民である 
この問題に関

心がある 

このままだと増加する一方である

とかんがえます。 

児童だけに限らず今現在 社会人

の引きこもりも増加傾向です。まさ

に社会問題です。 

○コミュニケーション 

○何気ない会話 

○一人ひとりの何気ない行動言動に

しっかりと目と耳を傾ける 

○普段の会話からたくさんの発見が

ある 

とにかく子供の存在意見を第一に受

け止める。共感する。 

15 市民である 
教育関係者又

は児童委員 
大人社会の縮図である 家庭内の関わり 

○子供と向き合う 

○家庭内の見直しも必要 

○学校との連携も大切 

16 市民である 
この問題に関

心がある 

子供の心身に影響を与えるものと

して家庭環境が一番と考えている。  

そのため、学校で多少嫌なことが

あっても家に帰れば安心できること

が子供にとって必要である。学校で

も家庭でも居場所がなければ当然引

不登校になる前及び普段の生活態

度からサインを出していると思われ

る。そこで、親同士の会話で「○○ち

ゃんが最近○○だ」など、少しの変化

を自分で感じ取り専門機関に相談す

る、といった仕組みが必要だと思う。 

自分自身で似たような経験があっ

たら、そのときのことを話してあげ

る。また「何かあったの？」とやんわ

りと聞く。 



アンケートの回答 不登校対策 

42 

 

きこもってしまい、当然学校どころ

ではない。 

そのような経験を子供時代にした

者が親になれば、すべてではないが

同じようなことが繰り返される。 

簡単な問題でないことはわかって

いるが、早期に解決しなければなら

ないと感じている。 

ただ、自分も含め多くの大人は、よ

そ様のことにはあまり首を突っ込み

たくないと思っているので、その意

識を変えることが大切と思う。 

 

  



アンケートの回答 不登校対策 

43 

 

設問 6 子どもたち（小中学生）が不登校となった場合、那須塩原市では早期発見・早期対応策として、スクールカウンセラーや心の教室相談員 

などが相談にのるなどの支援をしています。早期発見・早期対応の支援策についての意見をお聞かせください。 

設問 7 再登校支援策として、適応指導教室（学校復帰のための支援、引きこもりの児童生徒への支援、学校との連携）や宿泊体験館 

（生活習慣改善、自立心の育成、心のエネルギーの向上）などの支援策があります。再登校支援策についての意見をお聞かせください。 

設問 8 文部科学省では「不登校児童生徒への支援の在り方」について、不登校児童生徒への支援は「学校に登校する」という結果のみを目標に 

するのではなく、児童生徒が自らの進路を主体的に捉えて、社会的に自立することを目指す必要がある。また、不登校の時期が休養や自分 

を見つめ直す等の積極的な意味を持つことがある一方で、学業の遅れや進路選択上の不利益や社会的自立へのリスクが存在することに 

留意するよう全国の教育委員会へ通知をしました。フリースクールなど学校外の施設について、皆様の意見をお聞かせください。 

設問 9 不登校傾向にある子どもや不登校の子どもを支援するために、どのような仕組みや制度が必要だとお考えですか。お考えや御意見が 

あれば、自由にお書きください。 

 

番号 設問 6 設問 7 設問 8 設問 9 

1 
不登校になった子供は誰も信じま

せんよ。 

そう簡単には対策できません。小さ

ければ小さいほど、虐待がきっかけ

で発達障害になったからです。 

そもそも不登校になっているのだ

から、行くわけない。 

学校の先生が毎日迎えに来る。 

もちろん、子供が「この先生なら?」

と思える先生。そして、その先生の

クラスにするしかない。 

2 
スクールカウンセラー、相談員の資

質向上。 
専門職が業務にあたることが大切。 

義務教育においてに限るが、学校

への登校ではなく自宅や他施設で

の学習環境を整えるのは必要。 

但し、学校教育に限らず社会教育

も念頭におきたい。この場合は不登

校に限らずである。 

予算が必要。 

 

  



アンケートの回答 不登校対策 

44 

 

設問 6 子どもたち（小中学生）が不登校となった場合、那須塩原市では早期発見・早期対応策として、スクールカウンセラーや心の教室相談員 

などが相談にのるなどの支援をしています。早期発見・早期対応の支援策についての意見をお聞かせください。 

設問 7 再登校支援策として、適応指導教室（学校復帰のための支援、引きこもりの児童生徒への支援、学校との連携）や宿泊体験館 

（生活習慣改善、自立心の育成、心のエネルギーの向上）などの支援策があります。再登校支援策についての意見をお聞かせください。 

設問 8 文部科学省では「不登校児童生徒への支援の在り方」について、不登校児童生徒への支援は「学校に登校する」という結果のみを目標に 

するのではなく、児童生徒が自らの進路を主体的に捉えて、社会的に自立することを目指す必要がある。また、不登校の時期が休養や自分 

を見つめ直す等の積極的な意味を持つことがある一方で、学業の遅れや進路選択上の不利益や社会的自立へのリスクが存在することに 

留意するよう全国の教育委員会へ通知をしました。フリースクールなど学校外の施設について、皆様の意見をお聞かせください。 

設問 9 不登校傾向にある子どもや不登校の子どもを支援するために、どのような仕組みや制度が必要だとお考えですか。お考えや御意見が 

あれば、自由にお書きください。 

番号 設問 6 設問 7 設問 8 設問 9 

3 

現在の支援は続けて頂き、そこに

加えて親の会の存在を親に知らせ

て欲しいです。 

私は自力でネットで探し出し、親

の会に参加することができました。 

そこで当事者や経験者の話を聞

いたり、悩みを共有したりして落ち

着きを取り戻すことができました。 

親が落ち着くと不思議と子供も

落ち着いてきて不登校はしていて

も家の中は平和で穏やかな生活を

送ることができました。 

はっきり言って再登校だけがゴ

ールではないと思います。 

再登校支援という言葉はあまり

受け入れられません。ただでさえ不

登校というだけで周りの目に怯え、

自分を責めている子供にとって「自

立」という言葉は更に追い詰めるこ

とにつながります。 

傷つきしんどい思いを抱えた子

供はまずはゆっくり休むことが必

要です。 

家でゆっくり休めた子供は心の

エネルギーが溜まると友達や多様

な学びを求めて動き出します。その

タイミングで学校に戻りたい子も

いれば学校以外の場所を求める子

もいるでしょう。 

子供が居心地良いと思える場所

が学校以外にあれば選択肢が増え、

結果的に子供が自発的に自分の進

路や将来について考える機会が増

えると思うので地域に居場所やフ

私には思い浮かばないので不登

校の娘に聞いてみました。 

今自分が興味のある、学びたい

と思っていることを学ばせてくれ

る場所があったら通ってみたいと

のことでした。 

因みに今娘が学びたいことは動

物のお世話です。現在そのような

場所はないので娘は毎週決まった

日に保護猫のシェルターへ行きボ

ランティア活動をしています。 



アンケートの回答 不登校対策 

45 

 

そのためには家が居場所になる

ことが大切で、親と学校（学校とい

う括りにとらわれず市町村でも良

い）が連携して子供を見守ることが

できるような支援があれば助かり

ます。 

リースクールがたくさん増えたら

嬉しいです。 

人間関係に傷ついていた娘は動

物には心を開き徐々に元気を取り

戻しています。従来の学校のやり

方に拘らずもっと自由な発想で柔

軟にトライアンドエラーを繰り返

しながら子供と一緒に作り上げて

はいかがでしょうか。 

 

  



アンケートの回答 不登校対策 

46 

 

設問 6 子どもたち（小中学生）が不登校となった場合、那須塩原市では早期発見・早期対応策として、スクールカウンセラーや心の教室相談員 

などが相談にのるなどの支援をしています。早期発見・早期対応の支援策についての意見をお聞かせください。 

設問 7 再登校支援策として、適応指導教室（学校復帰のための支援、引きこもりの児童生徒への支援、学校との連携）や宿泊体験館 

（生活習慣改善、自立心の育成、心のエネルギーの向上）などの支援策があります。再登校支援策についての意見をお聞かせください。 

設問 8 文部科学省では「不登校児童生徒への支援の在り方」について、不登校児童生徒への支援は「学校に登校する」という結果のみを目標に 

するのではなく、児童生徒が自らの進路を主体的に捉えて、社会的に自立することを目指す必要がある。また、不登校の時期が休養や自分 

を見つめ直す等の積極的な意味を持つことがある一方で、学業の遅れや進路選択上の不利益や社会的自立へのリスクが存在することに 

留意するよう全国の教育委員会へ通知をしました。フリースクールなど学校外の施設について、皆様の意見をお聞かせください。 

設問 9 不登校傾向にある子どもや不登校の子どもを支援するために、どのような仕組みや制度が必要だとお考えですか。お考えや御意見が 

あれば、自由にお書きください。 

番号 設問 6 設問 7 設問 8 設問 9 

4 

担当の方が変わらないでほしか

った。 

やっとこちらの状況を説明して 

ホッとしたところでの変更でした 

イヤだと思っている場所には行

けなくていい。 

行きたいと思える場所を探して

あげたいです 

中 2 の 3 学期から卒業まで い

わゆる保健室登校でした。高校は本

人の希望で私立を選択して、３年間 

充実した生活を送ったようです。 

その後は専門学校を卒業し、派遣

ではありますが、仕事もやっており

ます。 

本人がどこを目標にしているか

で寄り添い方はかなり変わります

よね。 

親の気持ちは先生から引きこも

りになったら、と言われて怖かっ

たです。行きたくないと訴える子

を頭ごなしに怒って、一緒に登校

する毎日でした。 

原因はそれぞれでしたが、３人

の子供のうち二人がそうでした。 

その頃は、だれか、この子に寄り

添ってくれる人がいないかなと思

う毎日でした。有難いことに、上の

子にはいまだにお世話になってい



アンケートの回答 不登校対策 

47 

 

出来るだけ、本人の望む場所に居

られるようにしてあげたいと思い

ました 

る先生がいます。仕事ではなく、接

していただいています。 

本音が言えて、ちゃんと聞いて

くれる人がいると心がほぐれてい

くようです。 

すべての質問と回答があってな

いと思いますが、その頃の気持ち

を書かせていただきました。 

 

  



アンケートの回答 不登校対策 

48 

 

設問 6 子どもたち（小中学生）が不登校となった場合、那須塩原市では早期発見・早期対応策として、スクールカウンセラーや心の教室相談員 

などが相談にのるなどの支援をしています。早期発見・早期対応の支援策についての意見をお聞かせください。 

設問 7 再登校支援策として、適応指導教室（学校復帰のための支援、引きこもりの児童生徒への支援、学校との連携）や宿泊体験館 

（生活習慣改善、自立心の育成、心のエネルギーの向上）などの支援策があります。再登校支援策についての意見をお聞かせください。 

設問 8 文部科学省では「不登校児童生徒への支援の在り方」について、不登校児童生徒への支援は「学校に登校する」という結果のみを目標に 

するのではなく、児童生徒が自らの進路を主体的に捉えて、社会的に自立することを目指す必要がある。また、不登校の時期が休養や自分 

を見つめ直す等の積極的な意味を持つことがある一方で、学業の遅れや進路選択上の不利益や社会的自立へのリスクが存在することに 

留意するよう全国の教育委員会へ通知をしました。フリースクールなど学校外の施設について、皆様の意見をお聞かせください。 

設問 9 不登校傾向にある子どもや不登校の子どもを支援するために、どのような仕組みや制度が必要だとお考えですか。お考えや御意見が 

あれば、自由にお書きください。 

番号 設問 6 設問 7 設問 8 設問 9 

5 

民間のフリースクールや、不登校の

親の会などへつなぎ、様々な選択肢

を提示することが大事だと思う。 

「登校することが絶対」「学校が

正解」と考えている限り、不登校は

なくならないと思う。 

学校や教室に合わない子どもも

絶対いるはず。その子が「学校に行

きたくない」となったときに、他の

場所を提示することができるかが

重要だと思う。 

学校だけが正解ではない。 

どんどん推進していってほしいし、

行政からとの連携もしていってほ

しい。 

○民間のフリースクールと行政の

連携 

○地域の中で子どもや親を受け入

れる場所 

○そもそも「不登校＝落ちこぼれ」

の価値観の払拭 

6 

支援策としてスクールカウンセ

ラーがいるのは良いことだとは思

いますが、月数回？学校にいらっし

学校復帰を前提としない、高根沢

町のひよこの家のような施設が那

須塩原市にもほしいです。 

公設民営のフリースクールの設

置を強く望みます。 

子どもの支援も大事ですが、不

安になっている保護者への支援や

相談できる場があるといいと思い



アンケートの回答 不登校対策 

49 

 

ゃる程度の方に心を開いて子ども

が相談できるかは難しいところだ

と思います。常駐できるといいです

ね。 

適応指導教室なんて、名前だけで

行きたくない。 

学業の遅れはいつからでも取り

戻せます。 

将来の選択肢も無限にある、と知

るべき。 

ます。不登校は問題行動ではあり

ません。 

学校へ行く、行かないではなく、

まず目の前で生きていてくれるこ

と、それが何より大切なことだと

日々思っています。 

不登校の子どもは、学校へ行か

なければいけないと分かっていま

す。そして、学校へ行けない自分は

ダメなのだと悩んでいたりしま

す。 

昨年イベントを開催しました

が、「生きているだけで 100 点満

点！」絶対大丈夫だと伝えられる

場所や人が増えることを望みま

す。 

 

  



アンケートの回答 不登校対策 

50 

 

設問 6 子どもたち（小中学生）が不登校となった場合、那須塩原市では早期発見・早期対応策として、スクールカウンセラーや心の教室相談員 

などが相談にのるなどの支援をしています。早期発見・早期対応の支援策についての意見をお聞かせください。 

設問 7 再登校支援策として、適応指導教室（学校復帰のための支援、引きこもりの児童生徒への支援、学校との連携）や宿泊体験館 

（生活習慣改善、自立心の育成、心のエネルギーの向上）などの支援策があります。再登校支援策についての意見をお聞かせください。 

設問 8 文部科学省では「不登校児童生徒への支援の在り方」について、不登校児童生徒への支援は「学校に登校する」という結果のみを目標に 

するのではなく、児童生徒が自らの進路を主体的に捉えて、社会的に自立することを目指す必要がある。また、不登校の時期が休養や自分 

を見つめ直す等の積極的な意味を持つことがある一方で、学業の遅れや進路選択上の不利益や社会的自立へのリスクが存在することに 

留意するよう全国の教育委員会へ通知をしました。フリースクールなど学校外の施設について、皆様の意見をお聞かせください。 

設問 9 不登校傾向にある子どもや不登校の子どもを支援するために、どのような仕組みや制度が必要だとお考えですか。お考えや御意見が 

あれば、自由にお書きください。 

番号 設問 6 設問 7 設問 8 設問 9 

7 

不登校となった場合の支援策と

してはスクールカウンセラーを心

の教室相談員による相談は必要で

す。 

しかし、この両者はあくまでも学

校内における対応となります。不登

校となった瞬間から、スクールカウ

ンセラー、心の教室相談員と同時に

スクールソーシャルワーカーと連

携し、家庭の様子や地域の繋がりを

把握し、その上でスクールカウンセ

再登校支援策として、適応指導教

室は重要です。しかし、学校復帰を

前提とした適応指導教室は既に破

綻している事実を認識するべきで

す。ご存じかもしれませんが、今か

ら 17 年前に高根沢町は当時の町長

の命の元、表面的な学校復帰を前提

としない適応指導教室「高根沢町フ

リースペースひよこの家」を町内に

設置しました。結果として今までに

120 以上の卒業生が出ていますが

高校進学率はほぼ 100％です。 

国は、平成 28 年 12 月に「教育機

会確保法」を成立させ、翌年 2 月に

は全国で完全施行となりました。こ

の「教育機会確保法」では施行当時

の馳浩文部科学省元大臣も最重要

と言われたのは第 13 条です。 

この第 13 条には「休養の必要性

を鑑み」と学制が始まって以来初め

て、学校を休んでよいことが明記さ

れ、かつ「学校以外の場の重要性」

と学校以外の学びの場＝多様な学

びの場の必要性が謳われています。

大前提として、今まで書かせて

いただきましたように、不登校支

援から学校復帰という文言を削除

することです。 

これは文科省の通知にもあるよ

うに、これからは社会的に自立す

ることを目指すとあるように、学

校に行けなければその児童生徒の

家庭環境、地域の環境などに配慮

し、学校に行けなくてもまずは学

ぶ権利を守るための施策を策定す

ることが重要です。 
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ラーや心の教室相談員が相談に乗

ることが重要です。 

不登校支援を学校内だけで完結

しようとした瞬間からその支援の

方向性は間違ってしまう可能性が

とても大きいことを認識してくだ

さい。 

学校復帰を前提とすることで学

校を拒絶した児童生徒が、学校復帰

を前提としないことで、児童生徒の

心の中に学校復帰として選択肢が

生まれたことはひよこの家では有

名な話ですが、このように学校復帰

を前提とするかしないかで、その後

の児童生徒の進む道は 180 度違っ

てくると言っても過言ではありま

せん。 

そのためには、高根沢町の様に公

設民営に近い（高根沢町では教育相

談員としてスタッフを採用してい

ますので正式な公設民営ではあり

ませんが、当時の首長は中の運営は

民間に任せると公言され、結果とし

て公設民営と同様な形になりまし

た。）適応指導教室を設置すること

が必要であると言えます。既に関西

では適応指導教室の運営を民間委

託する教育委員会もあるように、官

民連携のお手本のような仕組みを

那須塩原市で構築することが重要

であると考えます。 

時代が変遷し、教育の在り方も変わ

りつつある今、学校復帰だけでは子

どもを追い詰めてしまうだけです。 

学校に行けなければ学校以外の

学びの場を確保することが必然と

なります。なぜなら、不登校で学校

に来られない子どもの学びの権利

を誰が守れるのでしょうか？ 

前述した高根沢町の元町長、高橋

克法参議院議員は 17 年前に町長室

で歴史に残る名言を語りました。

「何かしらの理由で学校に行けな

くなった子ども達は学ぶ権利、遊ぶ

権利、生きる権利を失われている。

その子ども達が義務教育年齢なら

ば彼らの権利を守るのは町の義務

だ。」是非、この言葉を那須塩原市長

もご発言いただきたいです。 

つまり、既に法律で明記されてい

るように学校復帰だけでなく、学校

以外の学びの場をいかに那須塩原

市に増やしていくか、そしてそれも

含めて教育委員会が管理し、いつで

も官民連携して不登校になる一人

教育機会確保法の第 13 条の意味

と重要性、及び文科省からの通知、

社会的に自立することを目的とす

る、ということを学校長は元より、

現場の教員、特に担任をもつ教員

に徹底して周知し理解を求めるこ

とです。家庭や地域が変わっても

肝心の教員がいつまでも学校復帰

を唱えていたらすべてが台無しに

なります。 

今回のコロナ時代を迎え、GIGA

スクール構想で一人 1 台のタブレ

ットが自宅にも持ち帰れるように

なりました。不登校の子ども達に

も同様になると考慮すると、学校

に行けない、適応指導教室にも行

けない、かつ塾もいけない不登校

でひきこもっている児童生徒にも

オンラインによる学習支援が可能

になります。 

それを教育委員会が真剣に検討

し、どのような仕組みが有効か、ど

のような関りならオンライン学習

に繋げられるかを、学校、教育委員



アンケートの回答 不登校対策 

52 

 

の児童生徒の学ぶ権利、遊ぶ権利、

生きる権利を守るべきです。 

会、SC,SSC が総動員で研究検討す

ることが何より求められることで

あると断言します。 
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設問 6 子どもたち（小中学生）が不登校となった場合、那須塩原市では早期発見・早期対応策として、スクールカウンセラーや心の教室相談員 

などが相談にのるなどの支援をしています。早期発見・早期対応の支援策についての意見をお聞かせください。 

設問 7 再登校支援策として、適応指導教室（学校復帰のための支援、引きこもりの児童生徒への支援、学校との連携）や宿泊体験館 

（生活習慣改善、自立心の育成、心のエネルギーの向上）などの支援策があります。再登校支援策についての意見をお聞かせください。 

設問 8 文部科学省では「不登校児童生徒への支援の在り方」について、不登校児童生徒への支援は「学校に登校する」という結果のみを目標に 

するのではなく、児童生徒が自らの進路を主体的に捉えて、社会的に自立することを目指す必要がある。また、不登校の時期が休養や自分 

を見つめ直す等の積極的な意味を持つことがある一方で、学業の遅れや進路選択上の不利益や社会的自立へのリスクが存在することに 

留意するよう全国の教育委員会へ通知をしました。フリースクールなど学校外の施設について、皆様の意見をお聞かせください。 

設問 9 不登校傾向にある子どもや不登校の子どもを支援するために、どのような仕組みや制度が必要だとお考えですか。お考えや御意見が 

あれば、自由にお書きください。 

番号 設問 6 設問 7 設問 8 設問 9 

8 

日頃から話しやすい大人として、

学校にいてほしいと思います。子供

たちが話しかけやすいような関係

づくりと支援側も日常的に付き合

っていないと変化には気づけませ

ん。 

状況によるので、再登校が一番適切

であれば、学校のイベントや進学時

をきっかけにして、学校に足が向く

工夫は必要かと思います。 

不登校であっても通える場所は

必要不可欠かと思います。不登校を

推奨するわけではなく、一つの選択

肢として、高根沢町のひよこの家の

ようにオフィシャルな存在である

ことも重要です。 

不登校になっても大丈夫という

ことをある程度は啓発する。そし

て、その子たちが通える場があり、

保護者が悩みすぎない環境、地域

づくりが必要かと思います。 

どんな状況でも人との関わりが

あれば、成長しますし、成長する過

程で他人は重要なので、選択肢を

設けておくことが大人のできるこ

とかと思います。 

 

  



アンケートの回答 不登校対策 

54 

 

設問 6 子どもたち（小中学生）が不登校となった場合、那須塩原市では早期発見・早期対応策として、スクールカウンセラーや心の教室相談員 

などが相談にのるなどの支援をしています。早期発見・早期対応の支援策についての意見をお聞かせください。 

設問 7 再登校支援策として、適応指導教室（学校復帰のための支援、引きこもりの児童生徒への支援、学校との連携）や宿泊体験館 

（生活習慣改善、自立心の育成、心のエネルギーの向上）などの支援策があります。再登校支援策についての意見をお聞かせください。 

設問 8 文部科学省では「不登校児童生徒への支援の在り方」について、不登校児童生徒への支援は「学校に登校する」という結果のみを目標に 

するのではなく、児童生徒が自らの進路を主体的に捉えて、社会的に自立することを目指す必要がある。また、不登校の時期が休養や自分 

を見つめ直す等の積極的な意味を持つことがある一方で、学業の遅れや進路選択上の不利益や社会的自立へのリスクが存在することに 

留意するよう全国の教育委員会へ通知をしました。フリースクールなど学校外の施設について、皆様の意見をお聞かせください。 

設問 9 不登校傾向にある子どもや不登校の子どもを支援するために、どのような仕組みや制度が必要だとお考えですか。お考えや御意見が 

あれば、自由にお書きください。 

番号 設問 6 設問 7 設問 8 設問 9 

9 

不登校になった子供に対して、子

供が望んでいないことはしない。ス

クールカウンセラーや心の教育相

談員が、子供と信頼関係ができてい

て、子供が相談を望んでいるのなら

別ですが。 

休息を保障する。 

再登校を求めない。学校復帰を望

まない。学校復帰を望まなければ学

校復帰します。 

適応指導教室や宿泊体験館は子

供が行きたければ行けば良いと思

います。 

教育機会確保法の趣旨にのっと

りいろいろな居場所は必要だと思

います。 

フリースクールはもちろん不登

校特例校や夜間中学、もちろん家庭

で育つホームエデュケーションな

ど。公設民営が望ましいです。 

全ての子供に対して、いろいろ

な教育の場を用意し子供たちが選

択できれば一番良いと思います。 

子供達には教育を受ける権利が

あって、国、地方公共団体、保護者

には教育を受けられる場所を作る

義務があります。 

ぜひ、那須塩原市が先駆者とな

って多様な学びを保障していただ

きたいと思います。期待しており

ます。子どもは宝。みんな違ってみ

んないい。 
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設問 6 子どもたち（小中学生）が不登校となった場合、那須塩原市では早期発見・早期対応策として、スクールカウンセラーや心の教室相談員 

などが相談にのるなどの支援をしています。早期発見・早期対応の支援策についての意見をお聞かせください。 

設問 7 再登校支援策として、適応指導教室（学校復帰のための支援、引きこもりの児童生徒への支援、学校との連携）や宿泊体験館 

（生活習慣改善、自立心の育成、心のエネルギーの向上）などの支援策があります。再登校支援策についての意見をお聞かせください。 

設問 8 文部科学省では「不登校児童生徒への支援の在り方」について、不登校児童生徒への支援は「学校に登校する」という結果のみを目標に 

するのではなく、児童生徒が自らの進路を主体的に捉えて、社会的に自立することを目指す必要がある。また、不登校の時期が休養や自分 

を見つめ直す等の積極的な意味を持つことがある一方で、学業の遅れや進路選択上の不利益や社会的自立へのリスクが存在することに 

留意するよう全国の教育委員会へ通知をしました。フリースクールなど学校外の施設について、皆様の意見をお聞かせください。 

設問 9 不登校傾向にある子どもや不登校の子どもを支援するために、どのような仕組みや制度が必要だとお考えですか。お考えや御意見が 

あれば、自由にお書きください。 

番号 設問 6 設問 7 設問 8 設問 9 

10 

早期発見・早期対応のためには、

学校の先生たちがスクールカウン

セラーなどの心理職による定期的

な面談（カウンセリング）を受ける

ことが必要だと思います。 

先生たちが抱え込んでいる問題

を早期に発見・対応できれば、子ど

もたちの SOS にも早く気づくこと

ができると思います。 

再登校支援は、在籍校に戻すとい

うことが目標になりやすいことが

問題だと思います。 

再登校を目指さずに、その子にあ

った学校や居場所を探し、つなげて

いける支援が充実することが必要

だと思います。 

文科省の通達は一定の前進だと

思いますが、そのことを知らなかっ

たり、理解していない現場の先生が

多いのが現状です。 

また、フリースクールや学校外の

施設につながったとしても、出席や

成績などの問題がクリアできない

ケースが多いです。 

まずは、フリースクールや学校外

の施設と学校とが対等に継続的に

対話できる機会を持つことから始

めることを求めます。 

一日も学校に通わなくても卒業

できる「形式卒業」がある限り、不

登校の問題に国や自治体が正面か

ら向き合うことにはならないと思

います。 

子どもたちが学校に通う権利が

あること、そのための環境整備は

国や自治体の義務であることを確

認し、多様な学びの機会を保障す

る議論を進める必要があると考え

ます。 
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設問 6 子どもたち（小中学生）が不登校となった場合、那須塩原市では早期発見・早期対応策として、スクールカウンセラーや心の教室相談員 

などが相談にのるなどの支援をしています。早期発見・早期対応の支援策についての意見をお聞かせください。 

設問 7 再登校支援策として、適応指導教室（学校復帰のための支援、引きこもりの児童生徒への支援、学校との連携）や宿泊体験館 

（生活習慣改善、自立心の育成、心のエネルギーの向上）などの支援策があります。再登校支援策についての意見をお聞かせください。 

設問 8 文部科学省では「不登校児童生徒への支援の在り方」について、不登校児童生徒への支援は「学校に登校する」という結果のみを目標に 

するのではなく、児童生徒が自らの進路を主体的に捉えて、社会的に自立することを目指す必要がある。また、不登校の時期が休養や自分 

を見つめ直す等の積極的な意味を持つことがある一方で、学業の遅れや進路選択上の不利益や社会的自立へのリスクが存在することに 

留意するよう全国の教育委員会へ通知をしました。フリースクールなど学校外の施設について、皆様の意見をお聞かせください。 

設問 9 不登校傾向にある子どもや不登校の子どもを支援するために、どのような仕組みや制度が必要だとお考えですか。お考えや御意見が 

あれば、自由にお書きください。 

番号 設問 6 設問 7 設問 8 設問 9 

11 

子ども達当事者からの声を聞い

たことがありますか？医療現場の

医師からの声を聞いたことがあり

ますか？ 

スクールカウンセラーは、子ども

の心の声に寄り添うことができる

若い存在であることが重要であり、

教職 OB では限界であると感じる 

学校が楽しいと感じる場所でな

くては、そもそも子どもは再登校し

ない。 

再登校させることを目的として

子どもの心に寄り添えない支援は

いったい誰のための支援なのか疑

問である。教育現場での教育機会確

保法の理解不足を改善するべきで

ある。 

コロナ禍で子どもの学習の権利

を見直す機会となった。 

なぜ学ぶのか？誰のための学び

なのか？ 

教育現場サイドでは検討するこ

とが必要。フリースクールの存在は

子どもの多様な学び、探求型スクー

ルとして公立学校ではできないこ

とを、民間人材を雇用し運営するこ

とで可能となる。 

高根沢町のひよこの家に答えがあ

る。 

12     
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設問 6 子どもたち（小中学生）が不登校となった場合、那須塩原市では早期発見・早期対応策として、スクールカウンセラーや心の教室相談員 

などが相談にのるなどの支援をしています。早期発見・早期対応の支援策についての意見をお聞かせください。 

設問 7 再登校支援策として、適応指導教室（学校復帰のための支援、引きこもりの児童生徒への支援、学校との連携）や宿泊体験館 

（生活習慣改善、自立心の育成、心のエネルギーの向上）などの支援策があります。再登校支援策についての意見をお聞かせください。 

設問 8 文部科学省では「不登校児童生徒への支援の在り方」について、不登校児童生徒への支援は「学校に登校する」という結果のみを目標に 

するのではなく、児童生徒が自らの進路を主体的に捉えて、社会的に自立することを目指す必要がある。また、不登校の時期が休養や自分 

を見つめ直す等の積極的な意味を持つことがある一方で、学業の遅れや進路選択上の不利益や社会的自立へのリスクが存在することに 

留意するよう全国の教育委員会へ通知をしました。フリースクールなど学校外の施設について、皆様の意見をお聞かせください。 

設問 9 不登校傾向にある子どもや不登校の子どもを支援するために、どのような仕組みや制度が必要だとお考えですか。お考えや御意見が 

あれば、自由にお書きください。 

番号 設問 6 設問 7 設問 8 設問 9 

13 

情報過多の時代、不登校になる子

供たちは、不登校になっても誰かが

助けてくれると信じていませんか、

確かに手を差し伸べることは大事

ですが、誰かが何とかしてくれると

思わせてはいけない。 

不登校になったからって死んじ

ゃうわけではありませんが、メリッ

ト・デメリットを教えてあげること

も必要と感じます。 

本人がメリット・デメリットを体

験するような場所の提供はどうで

しょう。やりたいことを好きなだけ

できるが、人との接触は一切ない。 

ちょっと極端ですがはれ物に触

るような対応は効果あるのでしょ

うか。 

不登校にならなくても、成績が極

端に悪い子供は沢山います。小学校

の低学年で不登校になってしまう

と、生きていくうえで必要な知識を

得られない可能性はありますが、仕

事をしてお金を稼がないと生きて

いけないことを教えてあげればよ

いのではないでしょうか。 

うちの子の同級生にも不登校の

友達が何人もいました。 

多くの親が、うちの子は精神的

な病気だと言っていますが、そん

なことを言っていたら、何でも病

気になってしまいます。 

過保護すぎる親からの隔離が良

いのではないでしょうか。 
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設問 6 子どもたち（小中学生）が不登校となった場合、那須塩原市では早期発見・早期対応策として、スクールカウンセラーや心の教室相談員 

などが相談にのるなどの支援をしています。早期発見・早期対応の支援策についての意見をお聞かせください。 

設問 7 再登校支援策として、適応指導教室（学校復帰のための支援、引きこもりの児童生徒への支援、学校との連携）や宿泊体験館 

（生活習慣改善、自立心の育成、心のエネルギーの向上）などの支援策があります。再登校支援策についての意見をお聞かせください。 

設問 8 文部科学省では「不登校児童生徒への支援の在り方」について、不登校児童生徒への支援は「学校に登校する」という結果のみを目標に 

するのではなく、児童生徒が自らの進路を主体的に捉えて、社会的に自立することを目指す必要がある。また、不登校の時期が休養や自分 

を見つめ直す等の積極的な意味を持つことがある一方で、学業の遅れや進路選択上の不利益や社会的自立へのリスクが存在することに 

留意するよう全国の教育委員会へ通知をしました。フリースクールなど学校外の施設について、皆様の意見をお聞かせください。 

設問 9 不登校傾向にある子どもや不登校の子どもを支援するために、どのような仕組みや制度が必要だとお考えですか。お考えや御意見が 

あれば、自由にお書きください。 

番号 設問 6 設問 7 設問 8 設問 9 

14 

上記相談員という行政の配慮が

逆に子どもたちが気軽に相談でき

ない環境を生んでいると思う。特に

思春期のこどもたちにとってはス

クールカウンセラーや心の相談員

などの改まった支援は逆効果に思

う。 

学びとは勉学（教科書）だけでは

ありません。人生すべてが学びで

す。教育とは広い視野でみていかな

いとなりません。 

最大の支援策は不登校・引きこも

りという子どもたちの本気の抵抗

に対してそれを受け止める本気の

大人の存在。それに尽きるとおもい

ます。 

学校がすべてではないと考えま

すのでフリースクールなど大賛成

です。 

支援策・制度の前に子どもたち

の本気の抵抗に本気で受け止める

大人が何よりも必要であると考え

ます。 

子ども見守り宣言那須塩原市 

スローガンだけで終わらず、私自

身身近な所から地域のこどもたち

に関わっていきたいと思います。 

15 
カウンセラーの専門的な支援を積

極的にお願いすることは大切です 

一人一人違うので、いろんな角度か

らの支援策があることが望ましい

と感じる 

大切な見解だと思う カウンセラーの充実 
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設問 6 子どもたち（小中学生）が不登校となった場合、那須塩原市では早期発見・早期対応策として、スクールカウンセラーや心の教室相談員 

などが相談にのるなどの支援をしています。早期発見・早期対応の支援策についての意見をお聞かせください。 

設問 7 再登校支援策として、適応指導教室（学校復帰のための支援、引きこもりの児童生徒への支援、学校との連携）や宿泊体験館 

（生活習慣改善、自立心の育成、心のエネルギーの向上）などの支援策があります。再登校支援策についての意見をお聞かせください。 

設問 8 文部科学省では「不登校児童生徒への支援の在り方」について、不登校児童生徒への支援は「学校に登校する」という結果のみを目標に 

するのではなく、児童生徒が自らの進路を主体的に捉えて、社会的に自立することを目指す必要がある。また、不登校の時期が休養や自分 

を見つめ直す等の積極的な意味を持つことがある一方で、学業の遅れや進路選択上の不利益や社会的自立へのリスクが存在することに 

留意するよう全国の教育委員会へ通知をしました。フリースクールなど学校外の施設について、皆様の意見をお聞かせください。 

設問 9 不登校傾向にある子どもや不登校の子どもを支援するために、どのような仕組みや制度が必要だとお考えですか。お考えや御意見が 

あれば、自由にお書きください。 

番号 設問 6 設問 7 設問 8 設問 9 

16 

支援策の内容を把握していないが、

早期に対応することはとてもよい

ことと考える。 

学校にいかなければならない、とい

うことを意識させないで再登校で

きる支援策があることはいいこと

だと思う。 

学校に行かなくても、最終的にこ

どもが自立することができればい

いと思う。世の中で稼いでいる人は

常に努力をしているし、そうでない

人はなにもしていない。 

自分自身が将来どうなりたいか

を、大人がきちんと説明し導いてあ

げられる施設であればいいと思う。 
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子どもの貧困対策 

設問 1 あなたは那須塩原市民ですか。 

設問 2 このテーマとの関連についてお伺いします。 

設問 3 近年の日本では、貧困に悩まされる子どもの数が多く問題となっています。政府は国をあげて対策を行っていますが、現代的な貧困の特徴 

について、どのように感じているかお聞かせください。 

設問 4 那須塩原市では、子どもたち（小中学生）や保護者に対して、スクールソーシャルワーカーによる相談支援、子どもの学力が確保できる 

ように、学習支援員による学習支援や経済的理由により就学が困難と認められる子どもたちや保護者に対して、就学援助や給付型奨学 

資金などの支援、そして子どもの心身の健全な成長を確保するために、ひとり親医療費助成、保育料減免、住宅支援など、生活安定のため 

の各種支援を行っています。生活が困窮する家庭に対しての支援についての御意見等をお聞かせください。 

設問 5 那須塩原市が独自に行った子育て世帯生活実態調査結果によると、約１５％が相対的な貧困状態にあり、その世帯では子どもの養育費を 

確保できている世帯は少なく、特にひとり親世帯については収入が低い状況にあります。市では安定した収入や所得の増大のための資格 

取得も含めた就労支援や自立支援プログラムなどを行っていますが、保護者の自立に向けた支援についての御意見等をお聞かせください。 

番号 設問 1 設問 2 設問 3 設問 4 設問 5 

1 市民である 当事者 

学校の集金袋も負担だし部活動の

道具も負担。 

ジャージも成長により買わないと

ならないけど…高くて買えない。 

部活動での送迎当番もガソリン代

や高速費も実費。強制が多すぎ。 

住宅支援は戸建てだと断られる。 資格取得しても就職出来ない。 

2 市民である 
教育関係者又

は児童委員 

資本主義社会だからある程度は仕方

ないと感じる。 

その辺りの制度について不勉強なの

で難しいが、横との連携が必要と感

じます。 

保護者の能力によるので一概に言

えない。 
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保護者の経済自立を指すのであれ

ば比較的簡単だが人間力たる養育能

力については難しいと思う。 
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子どもの貧困対策 

設問 1 あなたは那須塩原市民ですか。 

設問 2 このテーマとの関連についてお伺いします。 

設問 3 近年の日本では、貧困に悩まされる子どもの数が多く問題となっています。政府は国をあげて対策を行っていますが、現代的な貧困の特徴 

について、どのように感じているかお聞かせください。 

設問 4 那須塩原市では、子どもたち（小中学生）や保護者に対して、スクールソーシャルワーカーによる相談支援、子どもの学力が確保できる 

ように、学習支援員による学習支援や経済的理由により就学が困難と認められる子どもたちや保護者に対して、就学援助や給付型奨学 

資金などの支援、そして子どもの心身の健全な成長を確保するために、ひとり親医療費助成、保育料減免、住宅支援など、生活安定のため 

の各種支援を行っています。生活が困窮する家庭に対しての支援についての御意見等をお聞かせください。 

設問 5 那須塩原市が独自に行った子育て世帯生活実態調査結果によると、約１５％が相対的な貧困状態にあり、その世帯では子どもの養育費を 

確保できている世帯は少なく、特にひとり親世帯については収入が低い状況にあります。市では安定した収入や所得の増大のための資格 

取得も含めた就労支援や自立支援プログラムなどを行っていますが、保護者の自立に向けた支援についての御意見等をお聞かせください。 

番号 設問 1 設問 2 設問 3 設問 4 設問 5 

3 市民である その他 

本当に貧困なのか疑問を感じる。私

生活をしっかり見て確率すべきであ

る。 

交通事故等での貧困なのかを行政

はよく確認すべき。表面上、戸籍上の

離婚で実家に入ると手当てが受けら

れないので、安いアパートに入り実

家で衣食したり、前夫が来たり、行っ

たり、と大型車に乗りファミレスに

入り浸りとか、よく聞いたり見たり

する。 

困った家族に手当て、免除をしっ

かりすべきである。 

その家族が本当に働いて、努力し

ているのか、贅沢していないのかよ

く確認し、近所での聞き込みも参考

にすべき。 

杓子定規の調査でなく、自分のお

金を支払すると思ってしっかり調査

して援助すべき。 
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子どもの貧困対策 

設問 1 あなたは那須塩原市民ですか。 

設問 2 このテーマとの関連についてお伺いします。 

設問 3 近年の日本では、貧困に悩まされる子どもの数が多く問題となっています。政府は国をあげて対策を行っていますが、現代的な貧困の特徴 

について、どのように感じているかお聞かせください。 

設問 4 那須塩原市では、子どもたち（小中学生）や保護者に対して、スクールソーシャルワーカーによる相談支援、子どもの学力が確保できる 

ように、学習支援員による学習支援や経済的理由により就学が困難と認められる子どもたちや保護者に対して、就学援助や給付型奨学 

資金などの支援、そして子どもの心身の健全な成長を確保するために、ひとり親医療費助成、保育料減免、住宅支援など、生活安定のため 

の各種支援を行っています。生活が困窮する家庭に対しての支援についての御意見等をお聞かせください。 

設問 5 那須塩原市が独自に行った子育て世帯生活実態調査結果によると、約１５％が相対的な貧困状態にあり、その世帯では子どもの養育費を 

確保できている世帯は少なく、特にひとり親世帯については収入が低い状況にあります。市では安定した収入や所得の増大のための資格 

取得も含めた就労支援や自立支援プログラムなどを行っていますが、保護者の自立に向けた支援についての御意見等をお聞かせください。 

番号 設問 1 設問 2 設問 3 設問 4 設問 5 

4 市民である 
この問題に関

心がある 

那須塩原市でも相対的貧困率が

15%と分かり、全国の 13.5%を大き

く上回りました。 

収入と貧困状態であることが結び

つかないケースもありますが、雇用

形態の変化や核家族での家族力低

下、人に頼りづらい環境であること

も要因になっているかと思います。 

SSW の方とのネットワークづく

りも必要かと思います。地域には多

種多様な関係機関の人や住民の方が

いるので、世帯全体に向けたアプロ

ーチや連携が困窮家庭への支援では

重要かと思います。 

経済的な支援、メンタル的な支援、

環境への支援などは一つの機関、人

では不可能です。 

資格取得に意欲的な保護者も多い

ので、とても重要かと思います。地元

に就職してもらえる制度づくりも良

いと思います。 

ひとり親が働くと子どもの預かり

先等の支出が増大するので、踏み切

れない保護者も多いのも事実かと思

われます。 
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子どもの貧困対策 

設問 1 あなたは那須塩原市民ですか。 

設問 2 このテーマとの関連についてお伺いします。 

設問 3 近年の日本では、貧困に悩まされる子どもの数が多く問題となっています。政府は国をあげて対策を行っていますが、現代的な貧困の特徴 

について、どのように感じているかお聞かせください。 

設問 4 那須塩原市では、子どもたち（小中学生）や保護者に対して、スクールソーシャルワーカーによる相談支援、子どもの学力が確保できる 

ように、学習支援員による学習支援や経済的理由により就学が困難と認められる子どもたちや保護者に対して、就学援助や給付型奨学 

資金などの支援、そして子どもの心身の健全な成長を確保するために、ひとり親医療費助成、保育料減免、住宅支援など、生活安定のため 

の各種支援を行っています。生活が困窮する家庭に対しての支援についての御意見等をお聞かせください。 

設問 5 那須塩原市が独自に行った子育て世帯生活実態調査結果によると、約１５％が相対的な貧困状態にあり、その世帯では子どもの養育費を 

確保できている世帯は少なく、特にひとり親世帯については収入が低い状況にあります。市では安定した収入や所得の増大のための資格 

取得も含めた就労支援や自立支援プログラムなどを行っていますが、保護者の自立に向けた支援についての御意見等をお聞かせください。 

番号 設問 1 設問 2 設問 3 設問 4 設問 5 

5 市民ではない 
教育関係者又

は児童委員 

現代の貧困は、一般的な貧困イメー

ジとは大きく異なり、非常に見えづ

らいことに特徴があると感じていま

す。 

生活が困窮している家庭には、長期

的な支援が必要ですが、子どもの年

齢が上がっていくにつれて、支援が

少なくなっていくのが問題だと感じ

ています。 

既存の自立支援については、経済的

な影響を受けやすく、効果は低いと

感じています。家賃補助や医療補助、

高等教育の無償化など、家計や教育

にかかる費用を減らす支援が保護者

にとっても自立を支える支援になる

と思います。 

6 市民ではない 
当事者の家族

又はその知人 

子供達が平等に安心して安全に育っ

ていける社会、子供達の可能性を守

りたいと感じます 

安心して話せるサポートが大切 
○話す場 

○学ぶ場 
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○仲間と共に学び自立に迎えたら素

敵だなーと 
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子どもの貧困対策 

設問 1 あなたは那須塩原市民ですか。 

設問 2 このテーマとの関連についてお伺いします。 

設問 3 近年の日本では、貧困に悩まされる子どもの数が多く問題となっています。政府は国をあげて対策を行っていますが、現代的な貧困の特徴 

について、どのように感じているかお聞かせください。 

設問 4 那須塩原市では、子どもたち（小中学生）や保護者に対して、スクールソーシャルワーカーによる相談支援、子どもの学力が確保できる 

ように、学習支援員による学習支援や経済的理由により就学が困難と認められる子どもたちや保護者に対して、就学援助や給付型奨学 

資金などの支援、そして子どもの心身の健全な成長を確保するために、ひとり親医療費助成、保育料減免、住宅支援など、生活安定のため 

の各種支援を行っています。生活が困窮する家庭に対しての支援についての御意見等をお聞かせください。 

設問 5 那須塩原市が独自に行った子育て世帯生活実態調査結果によると、約１５％が相対的な貧困状態にあり、その世帯では子どもの養育費を 

確保できている世帯は少なく、特にひとり親世帯については収入が低い状況にあります。市では安定した収入や所得の増大のための資格 

取得も含めた就労支援や自立支援プログラムなどを行っていますが、保護者の自立に向けた支援についての御意見等をお聞かせください。 

番号 設問 1 設問 2 設問 3 設問 4 設問 5 

7 市民である 
この問題に関

心がある 

見えにくい貧困。 

ぱっと子供を見ただけでは貧困家庭

の子供かどうかわからない。 

小中学校は誰でも通う権利がある

はずなのに、お金がかかりすぎです。

制服・体操着・教材・部活動でいくら

かかりますか。 

行政の支援が届きづらいのが部活

動です。市内の中学校はほとんどが

生徒全員に何かしらの部活に入るよ

う指導されています。貧困家庭の子

供が一番つらいのは部活動ではない

でしょうか。運動部に入りたくても

新聞折込の求人広告を見てくださ

い。ハローワークに行ってみてくだ

さい。貧困から抜け出せる仕事がど

れだけありますか。 

市が取り組むべきは、雇用の確保

です。多くの企業に那須塩原市に来

ていただくことです。 
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お金もかかるし、保護者の手間（当番

等）もかかる。親に運動部に入るなと

言われたり、言う親だってつらい。親

のことを考えると運動部には入れな

かったという生徒もいます。 

 

  



アンケートの回答 子どもの貧困対策 
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子どもの貧困対策 

設問 1 あなたは那須塩原市民ですか。 

設問 2 このテーマとの関連についてお伺いします。 

設問 3 近年の日本では、貧困に悩まされる子どもの数が多く問題となっています。政府は国をあげて対策を行っていますが、現代的な貧困の特徴 

について、どのように感じているかお聞かせください。 

設問 4 那須塩原市では、子どもたち（小中学生）や保護者に対して、スクールソーシャルワーカーによる相談支援、子どもの学力が確保できる 

ように、学習支援員による学習支援や経済的理由により就学が困難と認められる子どもたちや保護者に対して、就学援助や給付型奨学 

資金などの支援、そして子どもの心身の健全な成長を確保するために、ひとり親医療費助成、保育料減免、住宅支援など、生活安定のため 

の各種支援を行っています。生活が困窮する家庭に対しての支援についての御意見等をお聞かせください。 

設問 5 那須塩原市が独自に行った子育て世帯生活実態調査結果によると、約１５％が相対的な貧困状態にあり、その世帯では子どもの養育費を 

確保できている世帯は少なく、特にひとり親世帯については収入が低い状況にあります。市では安定した収入や所得の増大のための資格 

取得も含めた就労支援や自立支援プログラムなどを行っていますが、保護者の自立に向けた支援についての御意見等をお聞かせください。 

番号 設問 1 設問 2 設問 3 設問 4 設問 5 

8 市民である 
教育関係者又

は児童委員 

経済格差が広がり、子どもの相対

的貧困率も高いと認識している。一

方、統計上での数値は高いものの、実

際に目に見える形での実感は少な

い。貧困の状態が見えづらい状態に

あることを示唆していると思う。 

また、所得再分配の効果の実態が

不明瞭である。更に、貧困状態にある

子どもがどこに助けを求めたらよい

か分からず、学校でも相談しづらい

スクールソーシャルワーカーによ

り、相談がしやすくなったと感じる。 

しかし、毎日接触しているわけで

はないので、基本的な生活習慣の改

善には至らず、不登校などの状態が

長期化していると思う。 

また、放課後に残したり家庭訪問

をしたりしているわけではないの

で、学習支援ができているとは思え

ない。就学支援のための無料塾の整

 どのような理由で困窮状態にある

のかを丁寧に対応する必要があると

思う。 

また、支援して終了するのではな

く、継続的に家庭を見守る体制が必

要であると思う。親の学歴と子ども

の進学率との相関が高い。親への支

援プログラムも必要だとは思うが、

子どもを育てるための支援が必要だ

と思う。 
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状況があるのではないかと思う。親

が支援を適正に求められていない実

態もあると思うが、子ども自身も助

けを求められない状況にあると思

う。 

学習意欲の減退、進学率の低さ、自

己肯定感の低下など、子ども達の育

ちに大きく影響する問題であるにも

関わらず、あまりよく分かっていな

い、というのが現状ではないだろう

か。 

備や教育外活動へのバウチャー制度

などを積極的に取り入れてほしいと

思う。バウチャー制度については、

「チャンス・フォー・チルドレン」な

どの団体との協力もあると思う。 

そのために、教育費や教育外活動

費限定のバウチャー制度が良いと思

う。生活と教育とをある意味で切り

離して金銭的支援を行うべきである

と思う。教育費への負担が減ること

が、保護者負担を軽減することにつ

ながると思う。 
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子どもの貧困対策 

設問 1 あなたは那須塩原市民ですか。 

設問 2 このテーマとの関連についてお伺いします。 

設問 3 近年の日本では、貧困に悩まされる子どもの数が多く問題となっています。政府は国をあげて対策を行っていますが、現代的な貧困の特徴 

について、どのように感じているかお聞かせください。 

設問 4 那須塩原市では、子どもたち（小中学生）や保護者に対して、スクールソーシャルワーカーによる相談支援、子どもの学力が確保できる 

ように、学習支援員による学習支援や経済的理由により就学が困難と認められる子どもたちや保護者に対して、就学援助や給付型奨学 

資金などの支援、そして子どもの心身の健全な成長を確保するために、ひとり親医療費助成、保育料減免、住宅支援など、生活安定のため 

の各種支援を行っています。生活が困窮する家庭に対しての支援についての御意見等をお聞かせください。 

設問 5 那須塩原市が独自に行った子育て世帯生活実態調査結果によると、約１５％が相対的な貧困状態にあり、その世帯では子どもの養育費を 

確保できている世帯は少なく、特にひとり親世帯については収入が低い状況にあります。市では安定した収入や所得の増大のための資格 

取得も含めた就労支援や自立支援プログラムなどを行っていますが、保護者の自立に向けた支援についての御意見等をお聞かせください。 

番号 設問 1 設問 2 設問 3 設問 4 設問 5 

9 市民である 
教育関係者又

は児童委員 

離婚後の片親家族が増えているの

で、余裕の無い家庭も多いのではな

いか。 

ひとり親の家庭への支援を出来るだ

け多くしてほしい。 

資格取得の学習時に、子供を安心し

て預けられるシステムがあるとい

い。 

10 市民である 当事者 

特に１人親家庭は深刻であると思

います。 

それから、貧困であっても貧困と

認めたくない、貧困であることを知

られたくない方が多いように感じま

す。 

支援を受ける事が恥ずかしいと感

じている方も多いように感じます。 

もっと気楽に支援が受けられると

良いと思います。 

苦しい生活をしていても生活保護

を受けられない、受けたら抜け出せ

ないと考えている方も多いと思いま

す。 

かと言って、ただ金銭的な支援だ

けをしても甘えてしまい、自立には

ならないと思います。 
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また、個人保護法の規制もあるた

め、支援したくても出来ない状況に

あり、何らかの仕組み作りが必要だ

と思います。 

働く意志がある人と、あまり働き

たくない人では、取れる対策は異な

ると思いますが、難しい問題だと感

じています。 
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子どもの貧困対策 

設問 1 あなたは那須塩原市民ですか。 

設問 2 このテーマとの関連についてお伺いします。 

設問 3 近年の日本では、貧困に悩まされる子どもの数が多く問題となっています。政府は国をあげて対策を行っていますが、現代的な貧困の特徴 

について、どのように感じているかお聞かせください。 

設問 4 那須塩原市では、子どもたち（小中学生）や保護者に対して、スクールソーシャルワーカーによる相談支援、子どもの学力が確保できる 

ように、学習支援員による学習支援や経済的理由により就学が困難と認められる子どもたちや保護者に対して、就学援助や給付型奨学 

資金などの支援、そして子どもの心身の健全な成長を確保するために、ひとり親医療費助成、保育料減免、住宅支援など、生活安定のため 

の各種支援を行っています。生活が困窮する家庭に対しての支援についての御意見等をお聞かせください。 

設問 5 那須塩原市が独自に行った子育て世帯生活実態調査結果によると、約１５％が相対的な貧困状態にあり、その世帯では子どもの養育費を 

確保できている世帯は少なく、特にひとり親世帯については収入が低い状況にあります。市では安定した収入や所得の増大のための資格 

取得も含めた就労支援や自立支援プログラムなどを行っていますが、保護者の自立に向けた支援についての御意見等をお聞かせください。 

番号 設問 1 設問 2 設問 3 設問 4 設問 5 

11 市民である 
教育関係者又

は児童委員 

あまり、関わりがなく実感がありま

せん！ 

本当に、生活に困窮しているのかが

問題です！本人の生活意識を見直

し、修正するのがさき。 

本人の生活意識を確認して、本当に

困っているのであれば、応援したい。 

12 市民である 
この問題に関

心がある 

保護者が健康上働けなくなると、

収入が無くなりすぐに家計が苦しく

なってしまう。シングルの家庭でも、

パート職で子育てしている家庭はと

ても苦しそうです。 

親、子、孫と連鎖している家庭が多

く感じます。 

制服など、進学準備金が結構な金

額になるので、制服や体操着など譲

りあって助かるのではないかと思

う。 

自動車免許が無いと、勤めにも行

けない交通事情ですので、免許取得

の補助も必要かと思う 
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子どもの貧困対策 

設問 1 あなたは那須塩原市民ですか。 

設問 2 このテーマとの関連についてお伺いします。 

設問 3 近年の日本では、貧困に悩まされる子どもの数が多く問題となっています。政府は国をあげて対策を行っていますが、現代的な貧困の特徴 

について、どのように感じているかお聞かせください。 

設問 4 那須塩原市では、子どもたち（小中学生）や保護者に対して、スクールソーシャルワーカーによる相談支援、子どもの学力が確保できる 

ように、学習支援員による学習支援や経済的理由により就学が困難と認められる子どもたちや保護者に対して、就学援助や給付型奨学 

資金などの支援、そして子どもの心身の健全な成長を確保するために、ひとり親医療費助成、保育料減免、住宅支援など、生活安定のため 

の各種支援を行っています。生活が困窮する家庭に対しての支援についての御意見等をお聞かせください。 

設問 5 那須塩原市が独自に行った子育て世帯生活実態調査結果によると、約１５％が相対的な貧困状態にあり、その世帯では子どもの養育費を 

確保できている世帯は少なく、特にひとり親世帯については収入が低い状況にあります。市では安定した収入や所得の増大のための資格 

取得も含めた就労支援や自立支援プログラムなどを行っていますが、保護者の自立に向けた支援についての御意見等をお聞かせください。 

番号 設問 1 設問 2 設問 3 設問 4 設問 5 

13 市民である 
この問題に関

心がある 

昔より差が激しくなっている。ス

マホ等の普及により持っている、持

ってないで、見た目にもわかってし

まう場合があるように感じます。 

困っていても声が届かない場合が

あるように思います。もっと別のル

ート確保が出来れば隅々まで支援が

出来るのではと期待しています。 

資格取得等のバックアップ時にお

子さんを預かってくれるサポートを

市で無料とかに補助出来れば、もっ

と安心して受講に迎えるのではと思

います。 

14 市民である 
この問題に関

心がある 

○定職を持たない中、簡単に子ども

を産んでしまい、DV などで母子家庭

になってしまう女性が多い。 

○自分で情報を取り相談できる家庭

には、有効な支援策がそろっている

と思うが、孤立している家庭には

中々支援策が届かない。 

○資格取得の就労支援をどれほどの

方が活用しているかわかりません

が、生活困窮家庭の保護者にはハー

ドルが高いのではないかと思いま

す。（通うためのお金、時間、能力の
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○両親、親戚と疎遠になっているこ

とが多く、地域でも孤立しているひ

とり親世帯が多い。 

○こうしたことから子どもの養育に

も様々な問題が起こり、貧困の中、虐

待やネグレクトにあう子どもが増え

ていると思う。 

○孤立する中で、生活苦、子育ての困

難さから親自身も精神疾患やアル中

などを抱え、家庭がさらに崩壊して

いく。 

○学校や幼児施設、保健・福祉関係者

等と連携を強化し、生活困窮家庭等

を早期発見することが第 1 に必要と

思う。 

○生活状況を隠そうとする保護者も

いるので、家庭相談員や保健師など

家庭を訪問する方の充実が大切だと

思う。 

○このような状況から、気軽に利用

できる子どもの居場所・保護者の居

場所を用意する支援が望まれる。 

問題など） 

○保護者のやる気を引き出すような

アドバイスのできる支援者が近くに

いるような仕組みがあればよいと思

います。 

 

  



アンケートの回答 子どもの貧困対策 

75 

 

子どもの貧困対策 

設問 1 あなたは那須塩原市民ですか。 

設問 2 このテーマとの関連についてお伺いします。 

設問 3 近年の日本では、貧困に悩まされる子どもの数が多く問題となっています。政府は国をあげて対策を行っていますが、現代的な貧困の特徴 

について、どのように感じているかお聞かせください。 

設問 4 那須塩原市では、子どもたち（小中学生）や保護者に対して、スクールソーシャルワーカーによる相談支援、子どもの学力が確保できる 

ように、学習支援員による学習支援や経済的理由により就学が困難と認められる子どもたちや保護者に対して、就学援助や給付型奨学 

資金などの支援、そして子どもの心身の健全な成長を確保するために、ひとり親医療費助成、保育料減免、住宅支援など、生活安定のため 

の各種支援を行っています。生活が困窮する家庭に対しての支援についての御意見等をお聞かせください。 

設問 5 那須塩原市が独自に行った子育て世帯生活実態調査結果によると、約１５％が相対的な貧困状態にあり、その世帯では子どもの養育費を 

確保できている世帯は少なく、特にひとり親世帯については収入が低い状況にあります。市では安定した収入や所得の増大のための資格 

取得も含めた就労支援や自立支援プログラムなどを行っていますが、保護者の自立に向けた支援についての御意見等をお聞かせください。 

番号 設問 1 設問 2 設問 3 設問 4 設問 5 

15 市民である 
この問題に関

心がある 

核家族が増え、地域など社会的な

つながりが希薄になり、「自己責任」

という考え方が蔓延してきている状

況の中、気軽に相談したり声をかけ

たりする関係性が育ちにくくなって

いると感じている。 

義務教育をはじめ、子育てに過度

のお金がかからないようにするべ

き。 

幼保学校の給食も無料にし、さら

に朝食も無料で学校で食べられるよ

うになるとよい。 

 

16 市民である 
教育関係者又

は児童委員 

未婚の親、ひとり親家庭、離婚率が

高い、仕事が忙しく子育てに当てる

時間、体力がない等、子どもを取り巻

親切に対応して下さっていると思

う。 

ひとり親家庭では、子育てしなが

らの仕事が長く続かないようです。 

理解ある職場と頑張って働く意識

が大切だと思います。 
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く環境が変化しており複雑になって

いる。 
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子どもの貧困対策 

設問 1 あなたは那須塩原市民ですか。 

設問 2 このテーマとの関連についてお伺いします。 

設問 3 近年の日本では、貧困に悩まされる子どもの数が多く問題となっています。政府は国をあげて対策を行っていますが、現代的な貧困の特徴 

について、どのように感じているかお聞かせください。 

設問 4 那須塩原市では、子どもたち（小中学生）や保護者に対して、スクールソーシャルワーカーによる相談支援、子どもの学力が確保できる 

ように、学習支援員による学習支援や経済的理由により就学が困難と認められる子どもたちや保護者に対して、就学援助や給付型奨学 

資金などの支援、そして子どもの心身の健全な成長を確保するために、ひとり親医療費助成、保育料減免、住宅支援など、生活安定のため 

の各種支援を行っています。生活が困窮する家庭に対しての支援についての御意見等をお聞かせください。 

設問 5 那須塩原市が独自に行った子育て世帯生活実態調査結果によると、約１５％が相対的な貧困状態にあり、その世帯では子どもの養育費を 

確保できている世帯は少なく、特にひとり親世帯については収入が低い状況にあります。市では安定した収入や所得の増大のための資格 

取得も含めた就労支援や自立支援プログラムなどを行っていますが、保護者の自立に向けた支援についての御意見等をお聞かせください。 

番号 設問 1 設問 2 設問 3 設問 4 設問 5 

17 市民である 
教育関係者又

は児童委員 
必死に取り組んでいると思う   

18 市民である 
教育関係者又

は児童委員 

親力(おやりょく)が、足りないと感じ

る。 

富裕層との差が大きすぎる。 

支援は大切だと思うが、どこまで

支援していけば良いのか、支援が必

要か否かの線引きは？ 

段階をつくっての支援をすべきだ

と思う。 

問 4 と同様。 
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子どもの貧困対策 

設問 1 あなたは那須塩原市民ですか。 

設問 2 このテーマとの関連についてお伺いします。 

設問 3 近年の日本では、貧困に悩まされる子どもの数が多く問題となっています。政府は国をあげて対策を行っていますが、現代的な貧困の特徴 

について、どのように感じているかお聞かせください。 

設問 4 那須塩原市では、子どもたち（小中学生）や保護者に対して、スクールソーシャルワーカーによる相談支援、子どもの学力が確保できる 

ように、学習支援員による学習支援や経済的理由により就学が困難と認められる子どもたちや保護者に対して、就学援助や給付型奨学 

資金などの支援、そして子どもの心身の健全な成長を確保するために、ひとり親医療費助成、保育料減免、住宅支援など、生活安定のため 

の各種支援を行っています。生活が困窮する家庭に対しての支援についての御意見等をお聞かせください。 

設問 5 那須塩原市が独自に行った子育て世帯生活実態調査結果によると、約１５％が相対的な貧困状態にあり、その世帯では子どもの養育費を 

確保できている世帯は少なく、特にひとり親世帯については収入が低い状況にあります。市では安定した収入や所得の増大のための資格 

取得も含めた就労支援や自立支援プログラムなどを行っていますが、保護者の自立に向けた支援についての御意見等をお聞かせください。 

番号 設問 1 設問 2 設問 3 設問 4 設問 5 

19 市民である 
教育関係者又

は児童委員 

問題点は、２つあると考えます。 

１つは、現状子どもたちが置かれ

ている環境をどのように支援してい

くか、保護者の経済的自立をどう促

し、支援していくかという短期の現

実的対応。 

もう１つは、今後、貧困に向かいそ

うな状況にある弱年層に対する対策

等の長期的な対応の両方が、必要と

考えます。 

現実には、スクールソーシャルワ

ーカーでほとんど何も解決されてい

ないのが現状です。又、小中学校でも

学力の保障なども程遠い現実があり

ます。保護者の就労が困難な場合や

就労に対する賃金が少ない場合の公

的な経済支援を本気で考えるべきで

す。 

ただし、給付型の奨学金を利用し

て高等教育を受ける場合は、大学卒

基本的には、義務教育段階で、学力

の保障ができなかったことが、大き

な要因で、それ以降の高等教育や、職

業訓練ができず、専門職に就くこと

ができなかったことが、成人後の賃

金格差に繋がっている事です。基礎

学力がないと、資格取得や就労も大

変難しいと思われます。 

特にひとり親世帯は、学力の差が

激しく、簡易な文章も理解できない



アンケートの回答 子どもの貧困対策 
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業後、本市に戻り、就労する・起業す

る事や今回のコロナ禍で、テレワー

クが日常に近づいたように、本市に

居住を持つことを付加的な条件に加

えることも必要かと考えます。そう

でないと、奨学金を受けながら、他県

へ転出する人数が多くなってしま

い、本市は間違いなく人口減になり、

生産人口が減り、それは、少子化にも

繋がっていきます。 

保護者もいます。そうした保護者は、

多くの場合、結婚離婚を繰り返し、結

果何人もの子どもを育てる事にな

り、余計に就労に繋がらない事、場合

によっては、祖父母の給与まで当て

にする生活となってしまい、とても

自立には至りません。 

従って、基礎学力から身に着けさ

せる数年単位の自立支援プログラム

を策定しなければならない事、場合

によっては、夜間中学からスタート

し夜間高校終了時まで、支援し、就労

に繋げることが必要になると思われ

ます。 
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子どもの貧困対策 

設問 1 あなたは那須塩原市民ですか。 

設問 2 このテーマとの関連についてお伺いします。 

設問 3 近年の日本では、貧困に悩まされる子どもの数が多く問題となっています。政府は国をあげて対策を行っていますが、現代的な貧困の特徴 

について、どのように感じているかお聞かせください。 

設問 4 那須塩原市では、子どもたち（小中学生）や保護者に対して、スクールソーシャルワーカーによる相談支援、子どもの学力が確保できる 

ように、学習支援員による学習支援や経済的理由により就学が困難と認められる子どもたちや保護者に対して、就学援助や給付型奨学 

資金などの支援、そして子どもの心身の健全な成長を確保するために、ひとり親医療費助成、保育料減免、住宅支援など、生活安定のため 

の各種支援を行っています。生活が困窮する家庭に対しての支援についての御意見等をお聞かせください。 

設問 5 那須塩原市が独自に行った子育て世帯生活実態調査結果によると、約１５％が相対的な貧困状態にあり、その世帯では子どもの養育費を 

確保できている世帯は少なく、特にひとり親世帯については収入が低い状況にあります。市では安定した収入や所得の増大のための資格 

取得も含めた就労支援や自立支援プログラムなどを行っていますが、保護者の自立に向けた支援についての御意見等をお聞かせください。 

番号 設問 1 設問 2 設問 3 設問 4 設問 5 

20 市民である その他 

貧困の環境で育った子どもは十分

な栄養が取れず、また心の内面の部

分も満たされてない為、全てにおい

て意欲が損なわれ学習面にも影響が

非常に大きくあると思う。 

いろんなサポートがある中で毎日

の生活が必死で親の心に余裕がない

為情報がきちんと全ての困窮な家庭

に行き届いてないように思われる。  

小中学校の先生方にもいろいろな

情報を分かってもらえるように徹底

した周知が必要ではないでしょう

か。 

就労支援や自立支援プログラムな

ど貧困世帯やひとり親世帯は生活に

余裕がない為情報収集までの行動に

至ってない状況で情報自体が届いて

ないと思います。 
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子どもの貧困対策 

設問 1 あなたは那須塩原市民ですか。 

設問 2 このテーマとの関連についてお伺いします。 

設問 3 近年の日本では、貧困に悩まされる子どもの数が多く問題となっています。政府は国をあげて対策を行っていますが、現代的な貧困の特徴 

について、どのように感じているかお聞かせください。 

設問 4 那須塩原市では、子どもたち（小中学生）や保護者に対して、スクールソーシャルワーカーによる相談支援、子どもの学力が確保できる 

ように、学習支援員による学習支援や経済的理由により就学が困難と認められる子どもたちや保護者に対して、就学援助や給付型奨学 

資金などの支援、そして子どもの心身の健全な成長を確保するために、ひとり親医療費助成、保育料減免、住宅支援など、生活安定のため 

の各種支援を行っています。生活が困窮する家庭に対しての支援についての御意見等をお聞かせください。 

設問 5 那須塩原市が独自に行った子育て世帯生活実態調査結果によると、約１５％が相対的な貧困状態にあり、その世帯では子どもの養育費を 

確保できている世帯は少なく、特にひとり親世帯については収入が低い状況にあります。市では安定した収入や所得の増大のための資格 

取得も含めた就労支援や自立支援プログラムなどを行っていますが、保護者の自立に向けた支援についての御意見等をお聞かせください。 

番号 設問 1 設問 2 設問 3 設問 4 設問 5 

21 市民である 
教育関係者又

は児童委員 

ひとり親家庭の増加、非正規雇用

などによる収入の不安定などもそう

ですが、生活に必要なものの費用が

高額化していると感じます。 

市で行われている支援策は必要な

家庭にとても助かっていると思いま

す。 

ただ、書類を揃えて申請する時間

は手続きに必要ですが、仕事や育児、

家事に日々忙殺されている親にとっ

てハードルが高いのではないかと感

じます 

就労したら支援が終了ではなく、

継続して見守る体制も必要かと思い

ます。 

仕事をするということは人と関わ

ること、大なり小なりトラブルなど

予想されます。職場に相談できる方

がいればいいですが、気軽に相談で

きる継続した支援などで、安定した

就労に繋がっていけばと思います。 
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子どもの貧困対策 

設問 1 あなたは那須塩原市民ですか。 

設問 2 このテーマとの関連についてお伺いします。 

設問 3 近年の日本では、貧困に悩まされる子どもの数が多く問題となっています。政府は国をあげて対策を行っていますが、現代的な貧困の特徴 

について、どのように感じているかお聞かせください。 

設問 4 那須塩原市では、子どもたち（小中学生）や保護者に対して、スクールソーシャルワーカーによる相談支援、子どもの学力が確保できる 

ように、学習支援員による学習支援や経済的理由により就学が困難と認められる子どもたちや保護者に対して、就学援助や給付型奨学 

資金などの支援、そして子どもの心身の健全な成長を確保するために、ひとり親医療費助成、保育料減免、住宅支援など、生活安定のため 

の各種支援を行っています。生活が困窮する家庭に対しての支援についての御意見等をお聞かせください。 

設問 5 那須塩原市が独自に行った子育て世帯生活実態調査結果によると、約１５％が相対的な貧困状態にあり、その世帯では子どもの養育費を 

確保できている世帯は少なく、特にひとり親世帯については収入が低い状況にあります。市では安定した収入や所得の増大のための資格 

取得も含めた就労支援や自立支援プログラムなどを行っていますが、保護者の自立に向けた支援についての御意見等をお聞かせください。 

番号 設問 1 設問 2 設問 3 設問 4 設問 5 

22 市民である 
教育関係者又

は児童委員 

経済格差によって生じる教育格差

による貧困の連鎖。親が貧困である

と子どもは貧困から抜け出せない。  

それを是正するには社会全体で子

育てをしていく必要がある。 

那須塩原市の財政面での支援は手

厚いと感じる。 

必要な支援ではあるが、それがも

らえることをあてにして簡単に離婚

する夫婦がいるのではないか。 

ひとり親が経済的に困窮するのは

今の日本では仕方のないこと。簡単

に離婚してしまうのは、上記のよう

な金銭面での支援があるからという

側面もあるのではないか。 

離婚しないためのサポート(カウ

ンセリング)など、結婚生活をうまく

つづけるためにどうすればよいかを

支援するような制度も必要なのでは

ないか。 
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子どもの貧困対策 

設問 1 あなたは那須塩原市民ですか。 

設問 2 このテーマとの関連についてお伺いします。 

設問 3 近年の日本では、貧困に悩まされる子どもの数が多く問題となっています。政府は国をあげて対策を行っていますが、現代的な貧困の特徴 

について、どのように感じているかお聞かせください。 

設問 4 那須塩原市では、子どもたち（小中学生）や保護者に対して、スクールソーシャルワーカーによる相談支援、子どもの学力が確保できる 

ように、学習支援員による学習支援や経済的理由により就学が困難と認められる子どもたちや保護者に対して、就学援助や給付型奨学 

資金などの支援、そして子どもの心身の健全な成長を確保するために、ひとり親医療費助成、保育料減免、住宅支援など、生活安定のため 

の各種支援を行っています。生活が困窮する家庭に対しての支援についての御意見等をお聞かせください。 

設問 5 那須塩原市が独自に行った子育て世帯生活実態調査結果によると、約１５％が相対的な貧困状態にあり、その世帯では子どもの養育費を 

確保できている世帯は少なく、特にひとり親世帯については収入が低い状況にあります。市では安定した収入や所得の増大のための資格 

取得も含めた就労支援や自立支援プログラムなどを行っていますが、保護者の自立に向けた支援についての御意見等をお聞かせください。 

番号 設問 1 設問 2 設問 3 設問 4 設問 5 

23 市民ではない 
教育関係者又

は児童委員 

〇格差の広がりを感じます。最低賃

金で働く人は、１０年前は労働者の

4%でしたが、今では 16%に及びま

す。 

〇非正規労働者の割合・人数の増加

が貧困の背景の一つと考えます。非

正 規 労 働 者 は 、 S59(1984) 年 は

15.3%604 万人でしたが、H22(2010)

年には 34.4%1,763 万人、R1(2019)

〇乳幼児期の貧困率(再分配後)は、0

～２歳で 2.5%、3～５歳で 1.1%増加

し、他の年齢層では減少しています

(2019,5,3 内閣府子どもの貧困対策

に関する有識者会議・末冨構成員提

出参考資料)。 

〇貴市における標記の各種支援は充

実の方向性を有していますが、特に

今後は乳幼児期への重点的配分が必

要と思われます。 

〇2019.6 月改正「子どもの貧困対策

に関する法律」第１５条６にある当

事者の意見の反映、つまりひとり親

世帯当事者からの意見の反映が、貴

市の保護者に対する自立支援の有効

性を高めるきっかけになると考えま

す。当事者の視点は、示唆に富むもの

が多く、分かっているつもりでも提

供する側・支援者側では気づかない

点が含まれています。 



アンケートの回答 子どもの貧困対策 
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には 38.3%と増加しています(総務省

等)。 

〇生活保護受給の児童生徒数も、H7

年度９万人から、H26 年度 14 万人、

就学援助数/率も小中学校 68 万人/  

6.10%から 136 万人/15.39%へと

増加しています。 

〇現在のコロナ禍の下、更に一見、子

どもたちの携帯電話の所持や物に溢

れた日常の姿からは分かりにくい子

どもの貧困が、実は拡大していると

感じています。 

先の内閣府有識者会議においても、

高校生とシングルマザーの意見が表

明されました。 
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設問 6 子どもの居場所対策では、市で行っている子育てサロンや学習支援、また民間団体等が行っている子ども食堂などがあり、引き続き支援を 

充実させるためには、行政のみならず、地域の力が必要になってきます。このような活動を行うＮＰＯ等の関係団体に対して必要だと感じ 

る支援について、御意見等をお聞かせください。 

設問 7 子育て世帯生活実態調査において約５０％の世帯が各種支援制度を認知していないことがわかりました。支援が必要な世帯への支援制度 

を浸透させるために必要なことについて御意見等をお聞かせください。 

設問 8 「子どもの貧困」をなくし、子どもの明るい未来を支援するためには、今後どのような仕組みや制度が必要だとお考えですか。お考えや 

御意見等があれば、自由にお書きください。 

 

番号 設問 6 設問 7 設問 8 

1 子供食堂まで子供だけで行けない 
もっと詳しく教えて欲しい。知っている人だけ

が得している。 
高校入学なども支援して欲しい 

2 

比較的昔から活動している NPO への声かけ

や協力を声掛けしてはと思います。 

また、市の予算で研修に出ても担当者が変わ

れば引き継ぎされておらず全く活用されていな

いことが多い。 

SNS 活用 
子どもの自立心、生きる力を身につけさせるこ

と。 

3 

本当に必要で困っている家庭、人が多くいる

のであれば、広報、回覧板等で広くお願いすべ

き。 

一部の人たちでなく地域住民が協力すべきで

ある。 

問 6 と同じと思う。50 パーセントよりかなり少

ないと思う。 

行政があまり考えるべきでない。本人、家族が

一生懸命働き、計画性をしっかり持ち無駄をせ

ず生活すれば、貧困は発生しない。 
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設問 6 子どもの居場所対策では、市で行っている子育てサロンや学習支援、また民間団体等が行っている子ども食堂などがあり、引き続き支援を 

充実させるためには、行政のみならず、地域の力が必要になってきます。このような活動を行うＮＰＯ等の関係団体に対して必要だと感じ 

る支援について、御意見等をお聞かせください。 

設問 7 子育て世帯生活実態調査において約５０％の世帯が各種支援制度を認知していないことがわかりました。支援が必要な世帯への支援制度 

を浸透させるために必要なことについて御意見等をお聞かせください。 

設問 8 「子どもの貧困」をなくし、子どもの明るい未来を支援するためには、今後どのような仕組みや制度が必要だとお考えですか。お考えや 

御意見等があれば、自由にお書きください。 

番号 設問 6 設問 7 設問 8 

4 

ボランティアによる活動がほとんどで、委託

や補助金がある団体のほうが少ないことが現

状。また、ある程度の活動期間がないと支援が

受けられないことも辛い部分です。 

人材確保、活動資金や場所の確保、子ども食

堂であれば食材費もあるので、活動団体からの

ニーズ確認をして、可能な限り検討をお願いし

たいです。 

支援制度は必要な状況にならないと、確認し

ないことがほとんどで、チラシやメールで流し

ても確認しないことが多いかと思われます。 

実際に活動している方からの話を保護者が聞

く機会や子どもたちが知る機会があれば良いと

思います。経済的な貧困でなくても、支援が必

要な世帯もあるので。 

寄付の文化の確率や、ふるさと納税活用、市内

にある制度や団体が協働して動ける工夫が必

要。 

5 

長期的な支援を続けるためにも、NPO スタッ

フがその仕事を継続していけるための補助金や

助成金を増やすべきだと思います。 

NPO スタッフの給与水準はとても低いため、

かれらの生活保障を充実させることが、長期的

なアウトカムの保障になると考えます。 

支援制度が申請主義となっていることに大き

な問題があると思います。教育費の無償化など、

誰でもその恩恵を受けるのであれば、経済格差

なく支援を受けることができます。 

申請主義の見直しこそ必要だと思います。 

子どもの貧困は社会の貧困の反映だと考えま

す。個人や家庭の自立を促すだけでは、結果的

に自己責任に陥ります。 

教育と医療、福祉の支援がすべて無償化され

れば、経済格差は広がらずに済むので、ダイナ

ミックに政策の舵を切り替えるべきだと思いま

す。 
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設問 6 子どもの居場所対策では、市で行っている子育てサロンや学習支援、また民間団体等が行っている子ども食堂などがあり、引き続き支援を 

充実させるためには、行政のみならず、地域の力が必要になってきます。このような活動を行うＮＰＯ等の関係団体に対して必要だと感じ 

る支援について、御意見等をお聞かせください。 

設問 7 子育て世帯生活実態調査において約５０％の世帯が各種支援制度を認知していないことがわかりました。支援が必要な世帯への支援制度 

を浸透させるために必要なことについて御意見等をお聞かせください。 

設問 8 「子どもの貧困」をなくし、子どもの明るい未来を支援するためには、今後どのような仕組みや制度が必要だとお考えですか。お考えや 

御意見等があれば、自由にお書きください。 

番号 設問 6 設問 7 設問 8 

6 

不登校の子供達の選択の場 

学校をゴールとするのではなく、その子にあっ

た学びの場 

お母さんの駆け込み寺 

情報をテレビやネットなど伝える 
子供達が自分を責めるのではなく、可能性や夢

を持てるような場 

7    

8 

 市に活動を行う団体が存在していることを知

らない市民が多いと思う。市民に現状を訴え、

寄付やボランティアを募るなどの活動を行政が

率先して行っていくべきであると思う。大きな

協力はできなくても、小さな協力をしたいと考

えている人はたくさんいると思う。 

また、団体数が少ないため、地域に支援を受

けられる場所があるという訳ではないと思う。

より多くの団体が存在することが大切であると

 乳幼児においては、健康診断の機会を利用し、

所得などを把握している職員と連携して、話を

聞く場にするとよいと思う。生活の状態からよ

り適切な支援が受けられるようにアドバイスし

たい。 

学童期においては、学校が窓口になると考え

られる。しかし、学校では、親の所得に関する情

報は持ち得ていない。見えづらい、言いにくい

ことであるが、各学校でスクールカウンセラー

への相談があるように、生活についての悩みを

 子どもの貧困は、残念ながらなくならないと

思います。問題は、貧困状態にある子どもが、適

切な基本的生活習慣を身に付けられないこと、

親子のふれあいが少ないこと、教育外活動が不

十分であること、学習に困難さを抱えているこ

と、進学・就職の際の選択肢が狭められている

ことなどが問題なのである。 

貧困状態にあってもこれらを支援することで

解消できるよう、子ども達を社会が育てるとい
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思う。折角の支援が、距離的な問題で受けられ

ないというのは残念なことである。 

できることなら、各小学校区に１つそういっ

た支援を受けられる団体があってほしい。 

相談できる場を設けていくことが必要ではない

かと思う。 

個別に話を丁寧に聞くことが、適切な支援に

結び付く最良の方法だと思う。 

う意識を市民がもっていることが大事であると

思う。 
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設問 6 子どもの居場所対策では、市で行っている子育てサロンや学習支援、また民間団体等が行っている子ども食堂などがあり、引き続き支援を 

充実させるためには、行政のみならず、地域の力が必要になってきます。このような活動を行うＮＰＯ等の関係団体に対して必要だと感じ 

る支援について、御意見等をお聞かせください。 

設問 7 子育て世帯生活実態調査において約５０％の世帯が各種支援制度を認知していないことがわかりました。支援が必要な世帯への支援制度 

を浸透させるために必要なことについて御意見等をお聞かせください。 

設問 8 「子どもの貧困」をなくし、子どもの明るい未来を支援するためには、今後どのような仕組みや制度が必要だとお考えですか。お考えや 

御意見等があれば、自由にお書きください。 

番号 設問 6 設問 7 設問 8 

9 
民間の幾重にもなる団体の確保を呼びかけられ

ればいい。 

民生委員ですが、わからないところもあるので、

強化期間などで順次徹底していければどうか。 

子供への支援制度の拡充と、地域全体での見守

り、子育てができるようにがんばりたいと思っ

ています。 

10 

子ども食堂を運営していますが、現在利用し

てくださる方は、特に貧困ではない家庭の方が

ほとんどです。 

貧困の家庭の方と子ども食堂をつないでもら

えるような仕組みがあるとありがたいです。 

それから、金銭的な支援や食材の支援もある

とありがたいです。 

昔のようにコミュニティが薄れている地域が

多いと思います。 

地域の住民どうしで助け合えるのが一番良い

のでしょうが、一番の課題と言えると思います。 

アパートにいて、新聞を取っていないで、班

にも入っていないと、市の情報は全く入って来

ません。不動産業者と連携して広報などを配布

するのはどうでしょうか？ 

普通の飲食店でも、無料や安価で食べられる

ように、地域子ども食堂の加盟店を作り、一定

額を市が負担するのはどうでしょうか？ 

毎日でなく週一でも、飲食店が交代で活動し

ていれば、毎日どこかでは食べられることにな

ります。 

コロナで困っている飲食店も多いですし、飲

食店にとっても良いのではないでしょうか？ 

子どもにチケットを渡しても良いと思います

し、困っている子どもが気楽に使えるような取

り組みが出来ないでしょうか？ 
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設問 6 子どもの居場所対策では、市で行っている子育てサロンや学習支援、また民間団体等が行っている子ども食堂などがあり、引き続き支援を 

充実させるためには、行政のみならず、地域の力が必要になってきます。このような活動を行うＮＰＯ等の関係団体に対して必要だと感じ 

る支援について、御意見等をお聞かせください。 

設問 7 子育て世帯生活実態調査において約５０％の世帯が各種支援制度を認知していないことがわかりました。支援が必要な世帯への支援制度 

を浸透させるために必要なことについて御意見等をお聞かせください。 

設問 8 「子どもの貧困」をなくし、子どもの明るい未来を支援するためには、今後どのような仕組みや制度が必要だとお考えですか。お考えや 

御意見等があれば、自由にお書きください。 

番号 設問 6 設問 7 設問 8 

11 子供たちの支援の前に、親の教育が出要だ！ 
ピーアールの仕方の不足。 

自治会、民生委員を活用する。 

親の考え方を、良く聞き取って、親を指導して

いく。 

12 

ボランティア活動、ボランティア精神がなか

なか根付かないようなので、小、中学校のうち

からボランティアを体験させてあげたい。 

市民活動センターなどで、率先してボランテ

ィア募るのはどうですか。 

制度を知っていれば、利用できたのに残念と

いう方が居ます。 

広報もホームページも見ない方には、幼稚園

の先生や学校の先生から周知してもらう。 

子供の教育費、特に大学の学費が高いので、

希望の方には無料で通学できるように希望した

い。 

13 
補助金やボランティア募集を市が前面に協力す

ればいいと思う。 

何度も周知することが大切だと思います。困っ

ている事を聞き取り必要な支援を使える様に促

す。 

貧困層の底上げをしてあげて欲しい。 

14 

○子育てに未熟な家庭、孤立しやすいひとり親

家庭などには、リラックスして話せる子どもの

居場所・保護者の居場所が身近にあるとよいと

思います。 

○問 4 で回答済み 

○子どもの貧困は世代間連鎖することが分かっ

ている。この連鎖を断ち切るための方策を実行

することが重要。 

○親が社会的に孤立すると子も孤立を深め、学

習意欲・言語能力・コミュニケーション能力等
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○NPO 等は資金と人材・場所で苦労しているこ

とが多いので、地域の元気なお年寄りやベテラ

ン主婦等の手助けを得て、子どもの居場所・保

護者の居場所が自治公民館等でも運営できれば

より充実した対策になると思います。 

が低下する。子ども同士や地域の大人との関り

も少なくなり、社会性を育てるという面から大

きな支障を及ぼす。 

○親の孤立をなくすための支援が必要。 

○適切な養育ができない家庭の子どもを早期に

発見し、子どもの居場所など社会で育てること

が就労できる大人づくりにつながると思う。こ

れにより負の世代間連鎖が断ち切れる。 
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設問 6 子どもの居場所対策では、市で行っている子育てサロンや学習支援、また民間団体等が行っている子ども食堂などがあり、引き続き支援を 

充実させるためには、行政のみならず、地域の力が必要になってきます。このような活動を行うＮＰＯ等の関係団体に対して必要だと感じ 

る支援について、御意見等をお聞かせください。 

設問 7 子育て世帯生活実態調査において約５０％の世帯が各種支援制度を認知していないことがわかりました。支援が必要な世帯への支援制度 

を浸透させるために必要なことについて御意見等をお聞かせください。 

設問 8 「子どもの貧困」をなくし、子どもの明るい未来を支援するためには、今後どのような仕組みや制度が必要だとお考えですか。お考えや 

御意見等があれば、自由にお書きください。 

番号 設問 6 設問 7 設問 8 

15 

利用しやすい場所(学校、保育施設、公民館等）

の提供。 

地域のたくさんの人が関われるよう活動を宣

伝し窓口を広げる。ボランティアとして活動し

た人に、いつか自分がサービスを受ける側にな

った時に利用できる地域通貨等を付与する。 

それぞれの子育て世帯に対し、生まれた時か

ら成人するまでの担当のアドバイザーをつけ、

困っていることを相談できるようにし、また、

利用できる支援をもれなく周知する。 

ベーシックインカム制度。学校の改革。教員

は新卒で採用せず、３年以上の公務員以外の社

会経験を積んだもののみ受験資格を得る。 

特に農林水産業などの一次産業や福祉施設で

の経験を重視(ポイントを高く）する。すでに採

用されているものについては途中で２~３年体

験する機会を作る。 

16 

地域での見守り活動、学校が休みの時の居場所

作りによって、見逃されがちな子どもに支援で

きるのではないだろうか。 

書類を読んで書くことが面倒と言う方もいま

す。自分の子どもの為なのに！と思うことも。

根気強く伝えることでしょうか。 

子どもを預けて安心して働ける環境、子育てを

応援し親をサポートすること等。 

17 支援団体職員報酬引き上げが必要と感じる  支援員の増加が必要と感じる 

18 
与えるだけの支援ではなく、自立に向けての支

援、教育が必要だと思う。 
妊娠時の手続きの際や乳幼児健診時に確認。  
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設問 6 子どもの居場所対策では、市で行っている子育てサロンや学習支援、また民間団体等が行っている子ども食堂などがあり、引き続き支援を 

充実させるためには、行政のみならず、地域の力が必要になってきます。このような活動を行うＮＰＯ等の関係団体に対して必要だと感じ 

る支援について、御意見等をお聞かせください。 

設問 7 子育て世帯生活実態調査において約５０％の世帯が各種支援制度を認知していないことがわかりました。支援が必要な世帯への支援制度 

を浸透させるために必要なことについて御意見等をお聞かせください。 

設問 8 「子どもの貧困」をなくし、子どもの明るい未来を支援するためには、今後どのような仕組みや制度が必要だとお考えですか。お考えや 

御意見等があれば、自由にお書きください。 

番号 設問 6 設問 7 設問 8 

19 

これも前述の回答と似通ってしまうのです

が、そもそも貧困や虐待が、その原因となって

いる以上、根本的な問題の解決無くして、本来

の解決には繋がりません。 

対処的な対応は必要ですが、もう少し中長期

的な取り組みが必要です。とは言え、こうした

事業を継続していかなければならないのが、現

実である以上、NPO 等の団体だけに頼るのでは

なく、市の学校給食センターの弾力的な運営や

民間の食堂・コンビニ・スーパー等の残菜の活

用等、多方面の協力が必要かと感じます。そう

した市の考えに賛同し、協力してくれる店舗に

対して、何らかのアドバンテージを与えること

も検討に値するのではないかと思います。 

これも前述しましたが、こうした世帯の多く

は、基礎学力が足りていないことが多いように

思います。どのような情報発信が、効果的なの

かを様々な方法を試す中で、より正解に近づい

ていくのではないかと思います。（文書、画像、

訪問等） 

更に民生委員の活用等をより実効性の高いも

のへと変えていく事。浸透していないのには、

何らかの理由があります。情報発信の方法・ツ

ール・伝え方等をもう一度考えてみることが必

要ですが、市には税務課等を通じ、各家庭の所

得の把握が出来ている筈ですし、それ以外のデ

ータベースには保護者や子どもの情報が多く書

き込まれている筈です。 

これも前述しましたが、「貧困の定義」をしっ

かりする事。例えば、自家用車は持っている、ス

マートフォンも持っている。だけど働かないか

ら、或いはパチンコ等のギャンブルにお金を注

ぎ込んでしまう。結果として「子どもの貧困」に

繋がっているとしたら、「貧困の定義」は、正し

いのか。 

親の就労支援は、就学の機会を与えることで、

より安定した収入が確保できます。一方で、就

労はしているものの、ギャンブル依存等による

場合の治療制度の確立も必要です。 

子ども達には、最低限、高校終了時の学力を

保障することで、就労支援に繋がり、給与を得

る事で、結婚も可能となり、子どもを産み育て

る事で、更に成長が出来るのではないかと考え

ると、それまでの期間、どのような経済支援や
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人権問題への配慮は必要ですが、活用できる

ものは、フルスペックで活用すべきだと考えま

す。 

適切な環境を提供できるかが、大きな鍵になる

と思う。 

市として、そうした事を本気で支援しようと

するなら、「貧困の定義」をはっきりさせ、その

枠の中の子ども達に対しては、徹底的に保護・

援助を制度化することが必要と考えます。 
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設問 6 子どもの居場所対策では、市で行っている子育てサロンや学習支援、また民間団体等が行っている子ども食堂などがあり、引き続き支援を 

充実させるためには、行政のみならず、地域の力が必要になってきます。このような活動を行うＮＰＯ等の関係団体に対して必要だと感じ 

る支援について、御意見等をお聞かせください。 

設問 7 子育て世帯生活実態調査において約５０％の世帯が各種支援制度を認知していないことがわかりました。支援が必要な世帯への支援制度 

を浸透させるために必要なことについて御意見等をお聞かせください。 

設問 8 「子どもの貧困」をなくし、子どもの明るい未来を支援するためには、今後どのような仕組みや制度が必要だとお考えですか。お考えや 

御意見等があれば、自由にお書きください。 

番号 設問 6 設問 7 設問 8 

20 

貧困のご家庭の子供達は塾に通うことなど難

しいと思います。その為、またそこで学力の格

差が生じてしまいます。大学生のボランティア

などで学習支援の場が増えることを望みます。 

支援が必要な各家庭へ訪問や電話等でコンタ

クトを取り面談するなど地道に発信していくし

かないと思いました。 

子どもの貧困をなくすのには、まずは親の精

神の安定をはかり支援をする必要があると思い

ます。親が安定すれば子どもは救われます。親

を支援する仕組みや制度をもっと増やす必要が

あると思います。 

21 

存続していくための資金の援助と関わってく

れる人材が必要と思います。 

そんな人材を集めて育てていく場も必要と思

います。 

子育て中の家庭が一種閉ざされた状況にいる

のかも知れません。関わった場所や機関で案内

はされていると思いますが、何度となく紹介し

たり、多く目につくようあらゆる方法で広報し

たり‥なのでしょうか。 

学ぶ機会をすべての人が等しく受けられるよ

うになればいいのかな？と思います。 

子どもの学習にしろ、大人のスキルアップに

しろ、親子でステップアップでき、状況が変わ

ってもらえたらと思います。 

22 

学校や行政との情報共有。 

また、居場所については、自治公民館の積極

的な解放と、遊具などの整備にかかる費用の助

成が必要。 

学校ホームページにリンクを貼って、そのさ

きにわかりやすいポータルサイトがあればよい

と思う。 

親になるための学びが必要である。 

そのためには一番聞く耳をもっている第 1 子

を妊娠中に学べる機会を設けることが必要では

ないか。 
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居場所や遊び場もつくらずして、ゲームやネ

ットのやり過ぎを非難するのはどうかと思う。 

産婦人科などとの連携も考えられる。夫婦生

活カウンセラーなども必要。 
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設問 6 子どもの居場所対策では、市で行っている子育てサロンや学習支援、また民間団体等が行っている子ども食堂などがあり、引き続き支援を 

充実させるためには、行政のみならず、地域の力が必要になってきます。このような活動を行うＮＰＯ等の関係団体に対して必要だと感じ 

る支援について、御意見等をお聞かせください。 

設問 7 子育て世帯生活実態調査において約５０％の世帯が各種支援制度を認知していないことがわかりました。支援が必要な世帯への支援制度 

を浸透させるために必要なことについて御意見等をお聞かせください。 

設問 8 「子どもの貧困」をなくし、子どもの明るい未来を支援するためには、今後どのような仕組みや制度が必要だとお考えですか。お考えや 

御意見等があれば、自由にお書きください。 

番号 設問 6 設問 7 設問 8 

23 

〇コロナ禍において、休止・活動の制限・縮小を

余儀なくされる NPO 等関連団体が多いとの報

告がなされています。 

一方で、過密・閉塞感を伴う要支援家族の増加

は、2020 年１月から６月の児童虐待が、９万８

千件との最悪の状況から想定できます。感染防

止に取り組みつつ活動を再開し、消毒経費等の

補助が必要な団体が多いとの報道もあります。

貴市においても、寄付・食料品等の寄付が減少

する中、当該団体への、感染予防への補助は必

要かと考えます。感染対策が適切であると市民

が判断すると、近隣地域からの支援も受けやす

くなります。 

〇問５の意見にも関係しますが、支援が必要な

世帯の方々は新聞・市広報誌等はもちろん、市

町村のホームページ等にアクセスする余裕があ

りません。日々、生活に追われており判断力が

弱くなっていたりします。 

〇また、就労支援、自立支援プログラム、更には

身近な子育てサロン、学習支援、子ども食堂、居

場所づくり等への参加のためらい・不安・自信

の無さ等もあります。孤立している状況に、知

識と相談能力を持って「出前」ができる地域住

民、行政・教職員・行政職員への研修・啓発活動

が伴う必要があります。メニューはそろいまし

たので、あとは「質の向上」です。 

〇児童扶養手当について、一時金支給等の加算

を行っていますが、これら給付金は滞納した家

賃、電気代等に充てられ、貧困率は高止まりの

状況にあるといえます。今後は、貴市における

母子家庭の実態調査を実施し、把握に努めるこ

とでコロナ対策で極めて厳しい財源の有効活用

に臨んでほしいと思います。 

〇離婚・別居後の養育費不払いが、日本では７

割強(75.3%厚労省 2016 年)であり、ひとり親の

貧困・子どもの貧困に直結しています。子ども

と別居中も親には民法上扶養義務があります。

兵庫県明石市は、期間限定で裁判の判決・公正

証書等で養育費確定が行われたひとり親に、養

育費５万円を 2020,8,4 養育費の立て替え分とし

て振り込みました。同市は、2018 年より養育費

の取り立て代行の民間保証会社の保証料を一部
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負担してしまう(東京都・大阪市・仙台市等も同

様)。同市は、更に 2020,8 月から調停申立書・

公正証書作成費用の全額補助も始めました。今

日の DV 被害の拡大の中、検討が必要と考えま

す。ちなみに養育費支援の取り組みは、米国、カ

ナダ、イギリス、ドイツ、オランダ、韓国等で行

政機関により取り組みがなされています。最後

に、貴市の先進的な取り組みを、極めて厳しい

財政事情ではあるものの、期待しています。 
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6 次産業化 

設問 1 あなたは那須塩原市民ですか。 

設問 2 あなたの従事産業を教えてください。 

設問 3 本市または他市町村の『道の駅』などで販売されている農畜産品で、６次産業化によって作られた商品を購入されたことはありますか？ 

ある場合、ない場合での理由をお聞かせください。 

設問 4 本市では、市内農林畜産業の活性化に向けた取組みの一環として、那須塩原ブランドの認定があります。市内で生産・加工製造された農林 

水産品や特産品で現在 23 品目が認定されている中で、本市では６次産業化で商品化されている認定品は「千本松牧場牛乳」、豊かな湧水 

で育てた「塩原のいわな」、NASU WINE、赤松材の経木（きょうぎ）などです。上記のブランド品以外で、農林畜産業における６次産業化 

において、那須塩原ブランドに認定したらよいと思うお勧めの農畜産品はありますか。 

番号 設問 1 設問 2 設問 3 設問 4 

1 市民である 三次産業（流通・販売） 

その商品が購入したかったからであり 6 次産業のも

のであるかどうかは関係ない。但し値段に反映されて

いる（廉価）という意味では関係ある。 

特になし、また数を増やすのではなく少ないブランド

数の中で市の知名度を上げることに寄与させてほし

い。 

2 市民である 三次産業（流通・販売） 

○美味しそうだったのでそすいの郷の葛餅を購入し

た。 

○地元の野菜を加工しているので、アグリパル塩原の

ドレッシングとジェラードを購入した。 

シャインマスカット 

3 市民である 一次産業（生産） ある。地域応援のため。  

4 市民である 三次産業（流通・販売） 
地域の農畜産物を利用した商品導入をなるべくして

いる 

そすいのみそ（そすいの郷直売センター）、アップル

パイ、ミルクパン（そすいの郷直売センター）、イチ

ゴジャム（そすいの郷直売センター）。 
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6 次産業化 

設問 1 あなたは那須塩原市民ですか。 

設問 2 あなたの従事産業を教えてください。 

設問 3 本市または他市町村の『道の駅』などで販売されている農畜産品で、６次産業化によって作られた商品を購入されたことはありますか？ 

ある場合、ない場合での理由をお聞かせください。 

設問 4 本市では、市内農林畜産業の活性化に向けた取組みの一環として、那須塩原ブランドの認定があります。市内で生産・加工製造された農林 

水産品や特産品で現在 23 品目が認定されている中で、本市では６次産業化で商品化されている認定品は「千本松牧場牛乳」、豊かな湧水 

で育てた「塩原のいわな」、NASU WINE、赤松材の経木（きょうぎ）などです。上記のブランド品以外で、農林畜産業における６次産業化 

において、那須塩原ブランドに認定したらよいと思うお勧めの農畜産品はありますか。 

番号 設問 1 設問 2 設問 3 設問 4 

5 市民である 三次産業（流通・販売） ある 

○チーズやヨーグルトなどの乳製品 

○温泉まんじゅう 

○地域に古くから伝わる伝統料理 
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設問 5 那須塩原ブランド認定品や６次産業化によって作られた商品の効果的な PR 方法について、アイデアがありましたらお聞かせください。 

設問 6 市民の方々や農林畜産業者が６次産業化に新規参入するためには、どのような PR や取組みが必要だと思いますか。 

設問 7 ６次産業化に関わるそのほかのことで、御意見等がありましたらお聞かせください。 

 

番号 設問 5 設問 6 設問 7 

1 まずは市民に知ってもらうこと。   

2 sns や動画配信 

○施設の整備 

○コンセプト 

○6 次産業参入マニュアルやガイドライン 

 

3 
製造工程を見える化、サプライチェーンの見え

る化 
身近な成功事例  

4 

道の駅や農村レストラン、直売所や道の駅等、協

力してくれるところに、陳列コーナーを設けて

PR する。 

市のバックアップ、農業のテコ入れ、料理教室の

場所を提供。 
 

5 

○人が多い場所（首都圏）での PR（コロナ終息

後） 

○六次化商品ストーリーの設定 

○市ふるさと納税等での活用や PR 

○市民から他市町村へのお歳暮やお中元への活

用推進 

○六次化した商品の販路拡大 

○六次により生計が成り立つ仕組みづくり 

○参入時の施設や機械の補助 

市ブランド認定品優遇（ブランド認定された特

権）が必要 
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生乳生産本州一 

設問 1 あなたは那須塩原市民ですか。 

設問 2 あなたの御職業をお伺いします。 

設問 3 本市は生乳生産本州一ですが、更なる周知を図るためにどの様な PR 方法があると考えますか。御意見をお聞かせください。 

設問 4 本市では「牛乳等による地域活性化推進条例」(通称:牛乳で乾杯条例)や、「那須塩原市牛乳の日」（９月２日）を制定しています。 

そのほかに、地域全体の活性化や普及促進のためにはどの様な企画やイベントが必要だと考えますか。 

番号 設問 1 設問 2 設問 3 設問 4 

1 市民である その他 

市民がその事を知らないのでまずそれを知らせる

事。友人知人に聞いて知っていた人は皆無。学校教員

や市役所勤含む。 

まず、乾杯条例や牛乳の日について初めて知りまし

た。直接農業に関係ないイベントは積極的に参画して

人と人との関係を作り認知してもらうことが必要と

思います。 

2 市民である その他 

道の駅や直売所、旅館等に牛乳の自販機設置や販売

をして、その際、機会や牛乳の仕入れに補助金を出し

たりするなど、町全体で取り組む。 

協力してくれる直売所や道の駅、スーパーの入り口

に大きな看板やモニュメントを設置したり、那須塩原

駅に牛乳バーなどを設ける。 

3 市民である 牛乳・乳製品販売者 
○本市に乳製品が加工できる施設の誘致 

○いつでもどこでも牛乳が飲める街づくり 

○牛に触れる身近に感じることができるイベント 

○酪農家をよく知ってもらう取組み 

4 市民である その他 名産を作る 牛乳の日に牛乳を配布する 

5 市民である その他   
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設問 5 牛乳の消費拡大を図るため、那須拓陽高校と市が共同開発した乳酸菌飲料「拓陽キスミル」や本市の乳製品を使ったオリジナルチーズ 

フォンデュがあります。そのほかにどの様な新商品が考えられますか。アイデアをお聞かせください。 

設問 6 酪農家の課題として(担い手の高齢化・離農による酪農個数減少)様々な事がありますが、酪農経営を継続するためにどの様な支援等が 

必要だと思いますか。 

設問 7 ほかの自治体では、資源循環型社会の構築に取り組んでいるところもあります。安心安全な酪農品の生産を図るため地域との共存や 

課題解決のため、どのようなことができると考えますか。 

設問 8 生乳生産本州一に関するそのほかのことで、御意見がありましたらお聞かせください。 

 

番号 設問 5 設問 6 設問 7 設問 8 

1  

ヘルパー制度は充実していると

思います。ただ酪農に限らず農業

（一次産業）は高齢化してと資料で

見ました。 

魅力のない仕事にはありつかな

いと思うのでどこで魅力をつけさ

せるかを考えるべきだと思います。 

本家が酪農業です。 

 

2 

そもそも、市民に知られていない

ので、もっと身近に、チーズやピザ

の普及に力を入れたり、地域でチー

ズつくり教室などに助成したらど

うか。 

外国人を入れるのが一番近道で

ある。 

市が、農協と協力して窓口を設置

したらどうか。 

土地利用型（水田等）と連携して、

堆肥の利用やバイオマスに力を入

れる。 
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設問 5 牛乳の消費拡大を図るため、那須拓陽高校と市が共同開発した乳酸菌飲料「拓陽キスミル」や本市の乳製品を使ったオリジナルチーズ 

フォンデュがあります。そのほかにどの様な新商品が考えられますか。アイデアをお聞かせください。 

設問 6 酪農家の課題として(担い手の高齢化・離農による酪農個数減少)様々な事がありますが、酪農経営を継続するためにどの様な支援等が 

必要だと思いますか。 

設問 7 ほかの自治体では、資源循環型社会の構築に取り組んでいるところもあります。安心安全な酪農品の生産を図るため地域との共存や 

課題解決のため、どのようなことができると考えますか。 

設問 8 生乳生産本州一に関するそのほかのことで、御意見がありましたらお聞かせください。 

番号 設問 5 設問 6 設問 7 設問 8 

3 

○ワインに合うチーズ等の開発 

○カゴメとのコラボによる乳飲料

の開発と販売 

○大きなチーズ工房があるとよい 

○酪農インターンシップ 

○ヘルパーの育成 

○空き家等を活用した担い手の誘

致 

○ヘルパーを使える環境造り（資金

等も含め） 

耕畜連携を進め安心安全な飼料の

確保 

生乳生産だけでなく、生乳消費日本

一を目指す 

4  

酪農家には休みがなくいいイメー

ジがないそれに特化したシステ厶

作りが必要である 

 

 

5   

隣の家の畑で堆肥があって臭いが

ひどくて生活しづらいので、臭いや

し尿の問題を解決して欲しい。 
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その他 

設問 1 あなたは那須塩原市民ですか。 

設問 2 意見や要望等を自由に御回答ください。 

番号 設問 1 設問 2 

1 市民である 

他の市町村でやっている情報公開をさらに推し進めてほしい。 

都市計画審議会等の議事録や委員会録が、2020 年代になっても未だにホームペー

ジ上で見られないのはかなり遅れていると感じる。 

2 市民である 多くの市民の声を直接聞く機会は重要である。 
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３ 考察 

考察 

今回の議会報告会及び意見交換会は、ICT を活用し、インターネットを使用し

て開催を行った。議会報告は動画を作成し YouTube サイトへアップを行い、意

見交換の代わりに行ったテーマを設定したアンケートは市議会のホームページ

を使用した。この報告会の市民への周知においては、SNS については、市の広報

ツールを利用させていただき、議会だよりにも取り組みを掲載して行った。 

定例の議会報告会と違い、今回はインターネット開催とあって、その環境と、

方法がわからない市民の方の参加が難しかったと思われるが、議会報告会では、

議会の報告動画の視聴回数が 1,983 件、意見交換にあたるアンケート投稿数は

72 件という結果となった。この件数についての判断は初開催ということで、今

後も検証を行っていきたいと考える。 

9 月の定例会において、議会基本条例の見直しが行われ、議会報告の内容を定

例会報告のみにとらわれず、議会に関することすべてものが対象となった。今後

は報告内容の充実を図ることができると考える。また、意見交換のみを行うこと

も可能となったため、新たな手法を取り入れて、今後のコロナ禍でも実施できる

ように、内容の充実を図っていきたいと考える。 

最後に、御協力いただいた関係各位に感謝を申し上げ報告とする。 

 


